
Title 台湾における中国国民党と中央民意代表機構の関係に関する一考察 :
一九五〇年代を中心に

Sub Title A study on interactions between the KMT and the National
Representative Institutions in Taiwan during the 1950's

Author 松田, 康博(Matsuda, Yasuhiro)
Publisher 慶應義塾大学法学研究会

Publication
year

2002

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.75, No.1 (2002. 1) ,p.489- 527 

Abstract
Notes 山田辰雄教授退職記念号
Genre Journal Article
URL http://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koar

a_id=AN00224504-20020128-0489

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


台湾における中国国民党と中央民意代表機構の関係に関する一考察

台
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一
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
台
湾
に
お
い
て
、
中
国
国
民
党
（
以
下
、
国
民
党
）
が
一
党
独
裁
体
制
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
衆
目
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
国
民
党
が
国
会
を
ど
う
統
制
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
党
と
国
会
と
の
間
の
相
互
関
連
に
関
す
る
実
証
研
究
は
少
な
く
、

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。
党
と
政
府
・
国
会
と
の
関
係
が
、
各
領
域
、
各
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
働
い
て
党
の
人
事
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

政
策
が
貫
徹
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
有
力
な
実
証
研
究
が
極
め
て
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
国
民
党
と
国
会
と
の
相
互
関
連
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
い
わ
ば
「
憲
政
論
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼
べ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で

あ
る
。
孫
文
は
、
民
主
憲
政
の
新
国
家
を
建
設
す
る
た
め
に
、
革
命
建
国
の
段
階
を
軍
政
、
訓
政
、
憲
政
の
三
つ
に
分
け
た
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
一
九
四
八
年
以
降
、
台
湾
撤
退
後
の
「
改
造
」
を
経
て
、
国
民
党
・
国
府
が
、
「
中
華
民
国
憲
法
」
（
以
下
、
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

法
）
に
の
っ
と
っ
た
党
政
関
係
を
確
立
し
た
こ
と
を
前
提
に
党
政
関
係
を
研
究
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
国
史
・

党
史
研
究
に
従
事
し
て
い
た
体
制
内
知
識
人
が
、
か
つ
て
一
般
の
研
究
者
に
は
入
手
困
難
で
あ
っ
た
資
料
を
利
用
し
た
成
果
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゾ

資
料
的
価
値
の
高
い
研
究
成
果
が
少
な
く
な
い
。
「
憲
政
論
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
は
、
憲
政
時
期
の
党
政
関
係
が
、
訓
政
時
期
よ
り
も

「
進
歩
し
た
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
国
民
党
の
政
府
・
国
会
に
対
す
る
指
導
が
当
然
視
さ
れ
、
党
に
よ
る
指
導

の
「
成
功
」
が
披
渥
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
本
稿
で
は
、
公
開
さ
れ
た
中
国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
委
員
会
（
二
〇
〇
〇
年
に
文
化
伝
播
委
員
会
党
史
館
に
改
称
、
通
称
は
党
史

会
）
史
料
お
よ
び
各
種
回
想
録
等
を
利
用
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
国
民
党
と
中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
関
係
の
制
度
と
実
態

に
関
す
る
実
証
分
析
を
行
う
。
そ
の
際
、
以
下
の
五
つ
の
視
点
か
ら
考
察
を
進
め
る
。

　
第
一
点
は
、
台
湾
撤
退
後
、
中
央
民
意
代
表
が
事
実
上
の
「
非
改
選
」
議
員
と
な
っ
た
こ
と
が
、
党
中
央
と
中
央
民
意
代
表
機
構
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と
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
国
民
大
会
、
監
察
院
、
立
法
院
の
制
度
的
な
違
い
が
、
党
と
の

相
互
作
用
を
ど
の
よ
う
に
決
定
づ
け
た
か
で
あ
る
。
第
三
点
は
、
国
民
党
の
属
性
で
あ
る
「
革
命
民
主
政
党
」
と
し
て
の
特
徴
が
、

党
と
中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
で
あ
る
。
第
四
点
は
、
党
が
中
央
民
意
代
表
機
構
を
統
制
す

る
た
め
ど
の
よ
う
な
制
度
的
措
置
を
と
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
五
点
は
、
立
法
院
に
お
け
る
派
閥
政
治
の
実
態
が
、
党
と
立

法
院
と
の
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
で
あ
る
。

　
以
上
の
視
点
か
ら
、
台
湾
の
中
央
レ
ベ
ル
に
お
け
る
党
政
関
係
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

二
　
党
と
国
民
大
会
・
監
察
院
の
関
係

　
⑮
　
中
央
民
意
代
表
機
構
の
「
万
年
国
会
」
化

　
台
湾
の
国
府
体
制
で
は
、
国
会
に
相
当
す
る
機
関
が
三
つ
あ
り
、
そ
れ
ら
は
中
央
民
意
代
表
機
構
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
ず
国
民

大
会
は
、
主
に
正
副
総
統
の
選
出
、
罷
免
、
憲
法
改
正
を
行
う
機
関
で
あ
り
、
監
察
院
は
、
弾
劾
権
、
会
計
監
査
権
な
ど
を
有
し
た

国
家
の
最
高
の
監
察
機
関
で
あ
り
、
立
法
院
は
、
法
律
案
、
予
算
案
、
条
約
案
等
を
決
議
す
る
権
限
を
有
し
た
国
家
の
最
高
立
法
機

関
で
あ
る
。

　
訓
政
時
期
に
お
い
て
、
立
法
委
員
と
監
察
委
員
は
官
選
制
で
あ
っ
た
。
た
だ
国
民
大
会
代
表
だ
け
は
、
早
期
の
憲
政
移
行
を
前
提

と
し
て
一
九
三
六
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
選
挙
が
行
わ
れ
、
大
部
分
の
代
表
が
選
出
さ
れ
た
。
し
か
し
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、

国
民
大
会
開
催
は
中
止
さ
れ
、
結
局
一
度
も
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
紆
余
曲
折
を
経
て
、
一
九
四
七
年
一
一
月
に
、
国
民
大

会
代
表
選
挙
は
や
り
直
さ
れ
た
。
立
法
委
員
は
一
九
四
八
年
一
月
に
直
接
選
挙
で
、
監
察
委
員
は
同
年
一
月
に
各
省
・
市
議
会
、
蒙

古
（
モ
ン
ゴ
ル
）
・
西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）
地
方
議
会
、
お
よ
び
華
僑
団
体
に
よ
る
間
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
。
国
共
内
戦
を
背
景
に
、
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各
種
選
挙
で
は
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
）
と
そ
の
友
党
で
あ
る
民
主
諸
党
派
が
参
加
し
な
か
っ
た
り
排
除
さ
れ
た
り
し
た
。

　
一
九
四
九
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
、
中
央
民
意
代
表
が
中
央
政
府
に
追
随
し
て
台
湾
に
撤
退
し
た
後
、
彼
等
の
地
位
に
は
根
本

的
な
変
化
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
台
湾
に
撤
退
し
た
こ
と
で
、
台
湾
選
出
以
外
の
中
央
民
意
代
表
が
自
分
た
ち
の
選
挙
区
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
反
攻
大
陸
」
に
成
功
し
な
い
限
り
中
央
民
意
代
表
の
定
期
的
全
面
改
選
が
不
可
能
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
立
法
委
員
の
任
期
は
三
年
と
短
い
た
め
、
台
湾
に
撤
退
し
て
問
も
な
く
任
期
の
延
長
と
再
延

長
が
な
さ
れ
た
。

　
も
し
も
台
湾
を
中
心
と
し
た
実
効
支
配
領
域
の
み
で
中
央
民
意
代
表
の
全
面
改
選
を
す
る
と
、
中
央
民
意
代
表
機
構
の
み
な
ら
ず

国
府
全
体
が
中
国
大
陸
で
の
代
表
性
を
失
い
、
「
民
主
憲
政
」
を
標
榜
し
、
国
府
が
モ
ン
ゴ
ル
（
「
外
蒙
古
」
）
を
含
め
た
「
中
国
全

土
」
の
主
権
を
有
し
て
い
る
と
い
う
虚
構
的
原
則
が
崩
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
選
挙
に
勝
利
し
て
政
権
を
維

持
す
る
た
め
に
大
量
の
台
湾
本
省
人
を
立
候
補
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
国
民
党
は
全
「
中
国
」
を
代
表
す
る
と
い
う
そ
の

性
質
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
そ
う
し
た
改
革
に
失
敗
す
れ
ば
、
外
来
性
の
高
い
国
民
党
は
政
権
を
失
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
中
央
民
意
代
表
は
、
「
大
陸
反
攻
」
の
実
現
前
は
、
改
選
を
行
わ
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
事
実
上
の
「
万
年
議
員
」
、

中
央
民
意
代
表
機
構
は
「
万
年
国
会
」
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
中
央
民
意
代
表
は
、
現
行
犯
以
外
は
逮
捕
ま
た
は
拘
禁
さ
れ
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

い
う
特
権
が
あ
る
た
め
、
絶
大
な
権
力
を
有
す
る
総
裁
兼
総
統
で
さ
え
、
彼
ら
の
中
央
民
意
代
表
と
し
て
の
地
位
に
手
を
付
け
る
こ

と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
も
定
期
的
に
改
選
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
再
立
候
補
の
際
に
党
か
ら
候
補
者
と
し
て
の
公
認
を
獲

得
す
る
と
い
う
過
程
さ
え
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
党
中
央
の
国
民
党
籍
中
央
民
意
代
表
へ
の
統
制
手
段
は
非
常
に
限

ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
全
「
中
国
」
の
代
表
と
い
う
国
府
の
主
張
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
中
国
本

土
で
選
出
さ
れ
た
中
央
民
意
代
表
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
で
さ
え
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
台
湾
に
お
い
て
党
と
中
央
民
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意
代
表
機
構
と
の
関
係
を
、
以
下
、
制
度
と
実
態
の
両
面
か
ら
分
析
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

台湾における中国国民党と中央民意代表機構の関係に関する一考察

　
口
　
党
と
国
民
大
会

　
国
民
大
会
は
元
来
常
設
機
関
で
は
な
く
、
総
統
の
任
期
（
六
年
）
満
了
の
九
〇
日
前
に
召
集
さ
れ
て
集
会
す
る
ほ
か
、
臨
時
会
の

開
催
が
で
き
る
だ
け
の
組
織
で
あ
り
、
合
議
体
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
正
副
総
統
選
挙
人
団
と
し
て
の
性
質
が
強
い
。
国
民
大
会

代
表
は
、
現
職
の
官
吏
が
任
地
の
選
挙
区
か
ら
当
選
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
る
だ
け
で
（
憲
法
第
二
九
条
）
、
総
統
府
、

五
院
、
地
方
政
府
の
官
吏
、
お
よ
び
地
方
民
意
代
表
を
兼
務
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
実
際
に
は
選
挙
区
を
変
更
し
て
ま
で

国
民
大
会
代
表
に
な
る
者
は
少
な
く
、
他
の
民
意
代
表
が
国
民
大
会
代
表
を
兼
ね
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
国
民
大
会
代
表
は
無
給

職
で
あ
る
た
め
、
台
湾
に
渡
っ
た
際
、
他
の
有
給
職
を
保
持
で
き
な
か
っ
た
代
表
の
多
く
は
、
ま
と
も
な
住
居
さ
え
な
く
、
し
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

く
難
民
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
国
民
党
の
「
改
造
」
に
よ
り
、
国
民
大
会
に
は
中
央
直
属
の
党
団
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
非
公
開
で
あ
る
。

国
会
に
相
当
す
る
中
央
民
意
代
表
機
構
に
お
い
て
、
政
党
組
織
の
存
在
を
秘
密
に
す
る
の
は
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。
国
会
議
員
が
所

属
会
派
の
存
在
や
会
派
と
し
て
の
活
動
を
隠
し
た
り
す
る
の
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
何
よ
り
も
中
央
民
意
代
表
の
大
部
分
が

国
民
党
員
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
党
組
織
の
非
公
開
化
は
き
わ
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
共
と
の
闘
争
の

た
め
に
、
可
能
な
限
り
党
組
織
の
秘
密
化
を
進
め
た
結
果
の
規
定
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
数
が
多
い
国
民
大
会
代
表
（
国

大
代
表
）
は
、
ま
ず
省
籍
に
よ
っ
て
三
人
か
ら
二
〇
人
の
小
組
を
組
織
し
、
小
組
の
組
長
は
党
団
の
幹
事
会
を
構
成
す
る
。
幹
事
会

に
は
二
人
か
ら
一
五
人
の
常
設
幹
事
を
設
け
、
こ
れ
は
幹
事
達
が
交
代
で
担
当
す
る
。
党
団
は
中
央
の
命
令
を
実
行
し
、
伝
達
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
も
し
も
重
大
な
問
題
が
発
生
し
た
と
き
は
中
央
改
造
委
員
会
（
後
に
は
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
）
が
党
団

の
成
員
全
員
を
召
集
し
て
会
議
を
開
く
か
、
総
裁
に
直
接
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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中
央
民
意
代
表
機
構
は
、
国
民
大
会
の
み
な
ら
ず
、
い
ず
れ
の
場
合
も
最
終
的
に
は
総
裁
の
指
示
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

規
定
に
な
っ
て
い
る
。
憲
法
で
は
、
「
総
統
は
院
と
院
の
間
の
争
い
に
対
し
、
本
憲
法
に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
各
院
院
長
の

会
合
を
召
集
し
て
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
を
得
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
第
四
四
条
）
。
し
か
し
国
民
大
会
に
関
し
て
は
、
総
統

を
選
出
す
る
機
関
で
あ
る
た
め
、
憲
法
上
総
統
が
国
民
大
会
を
指
導
し
た
り
、
国
民
大
会
と
他
院
と
の
意
見
を
調
整
し
た
り
す
る
権

限
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
点
を
見
る
な
ら
、
国
民
大
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
総
統
が
総
裁
で
あ
る
場
合
、
党
員
の
国
民
大
会
代
表
が
総

統
兼
総
裁
の
指
導
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
は
、
憲
法
上
の
理
念
に
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
党
と
国
民
大
会

と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
こ
で
は
党
の
優
位
が
規
定
上
明
確
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
総
裁
の
権
威
を
頼
ん
だ
領
袖
独
裁
が

「
党
治
」
の
最
終
的
担
保
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
中
央
民
意
代
表
機
構
で
は
、
本
土
で
選
出
さ
れ
た
時
点
の
派
閥
が
人
数
の
相

対
的
増
減
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
存
続
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
中
央
民
意
代
表
機
構
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
党
へ

の
小
規
模
な
「
反
乱
」
や
派
閥
間
闘
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　
国
民
大
会
の
場
合
、
蒋
介
石
と
党
中
央
が
孫
科
を
副
総
統
に
充
て
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
回
も
投
票
を

繰
り
返
し
た
あ
げ
く
、
広
西
派
領
袖
で
あ
る
李
宗
仁
副
総
統
を
選
出
し
た
「
前
歴
」
が
あ
っ
た
。
台
湾
移
転
後
の
国
民
大
会
は
、
憲

法
改
正
権
（
「
創
制
復
決
権
」
）
の
行
使
に
よ
り
、
「
五
五
憲
法
草
案
」
へ
の
回
帰
を
試
み
よ
う
と
し
て
、
憲
法
改
正
の
動
き
を
見
せ
て

（
9
）

い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
国
民
党
籍
の
国
民
大
会
代
表
に
と
っ
て
は
、
「
中
華
民
国
憲
法
」
は
制
憲
国
民
大
会
の
場
で
、
国
民
党
以
外
の

友
党
（
中
国
青
年
党
お
よ
び
民
社
党
）
の
協
力
の
下
で
制
定
さ
れ
た
た
め
、
孫
文
の
憲
法
構
想
に
最
も
近
い
「
五
五
憲
法
草
案
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
異
な
る
憲
法
体
系
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
蒋
介
石
は
、
あ
く
ま
で
大
陸
反
攻
が
成
功
す
る
ま
で
、
「
中
華
民
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

憲
法
」
の
本
文
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
憲
法
に
裏
付
け
さ
れ
た
統
治
の
正
統
性
（
「
法
統
」
）
の
完
全
性
を
保
っ
て
大
陸

に
帰
る
の
が
、
蒋
介
石
の
目
標
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
党
は
、
自
律
的
な
動
き
を
す
る
国
大
代
表
を
懐
柔
す
る
た

め
に
、
国
民
大
会
憲
政
研
討
委
員
会
の
設
立
な
ど
を
通
じ
て
、
「
事
実
上
の
国
民
大
会
常
設
化
」
と
も
言
え
る
様
々
な
妥
協
や
利
益

494



台湾における中国国民党と中央民意代表機構の関係に関する一考察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

配
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
名
目
や
形
式
で
あ
っ
て
も
、
会
議
さ
え
開
か
れ
る
な
ら
ば
、
代
表
達
の
発
言
権
は

向
上
し
、
報
酬
も
支
払
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
基
本
的
に
国
民
大
会
は
職
権
が
少
な
く
、
召
集
・
開
催
回
数
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
党
中
央
に
と
っ
て
必
ず
し
も
面
倒

な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
国
民
大
会
の
第
二
次
大
会
は
一
九
五
四
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
「
中
国
国
民
党
国
民
大
会

党
団
組
織
綱
要
」
の
制
定
は
、
三
つ
の
中
央
民
意
代
表
機
構
内
党
組
織
に
関
す
る
規
定
の
中
で
、
一
番
後
回
し
に
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
見
て
も
、
当
初
党
中
央
は
国
民
大
会
の
統
制
に
関
し
て
、
比
較
的
切
迫
感
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
総
統
は
国

民
大
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
が
、
国
民
大
会
と
蒋
介
石
総
統
が
対
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
党
政
関
係
が
深
刻
な
問
題
を
抱

え
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
一
九
五
四
年
の
第
二
次
会
議
の
際
に
、
国
民
大
会
が
総
統
の
権
限
増
大
を
定
め
た
「
動
員
識
乱
時
期
臨

時
条
款
」
を
引
き
続
き
有
効
で
あ
る
と
し
、
一
九
六
〇
年
の
第
三
次
会
議
の
際
に
は
、
憲
法
で
禁
じ
ら
れ
た
総
統
三
選
を
、
蒋
介
石

の
た
め
に
同
「
条
款
」
の
修
正
に
よ
っ
て
「
合
法
化
」
し
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
分
か
る
。

　
口
　
党
と
監
察
院

　
他
方
、
監
察
院
は
公
務
員
を
監
察
す
る
た
め
の
常
設
機
関
で
あ
り
、
監
察
委
員
は
そ
の
他
公
職
を
兼
務
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

（
憲
法
第
一
〇
三
条
）
。
監
察
院
に
は
国
民
大
会
と
同
様
、
中
央
直
属
の
党
部
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
も
同
様
に
非
公
開
で
あ
る
。
監
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

委
員
は
九
〇
名
余
り
と
人
数
が
少
な
い
た
め
、
一
〇
人
か
ら
一
五
人
の
小
組
の
上
に
権
力
機
関
と
し
て
の
全
体
党
員
大
会
が
あ
る
だ

け
の
単
純
な
組
織
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
党
の
政
策
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
中
央
改
造
委
員
会
が
委
員
を
派
遣
し
て
調
整
し
た
り

す
る
が
、
必
要
な
時
は
総
裁
が
直
接
指
示
を
下
し
、
中
央
改
造
委
員
会
の
決
定
を
経
た
後
、
同
党
部
は
そ
れ
を
支
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
国
民
大
会
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
党
か
ら
見
る
と
、
監
察
院
は
公
務
員
を
監
察
す
る
職
権
を
持
っ
た
常
設
機
関
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
党
中
央
に
と
っ
て
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み
れ
ば
国
民
大
会
よ
り
も
や
っ
か
い
な
存
在
で
あ
っ
た
。
党
の
内
部
研
究
報
告
書
に
よ
る
と
、
監
察
院
で
は
、
「
改
造
」
を
経
た
後

も
、
以
下
の
よ
う
な
「
小
反
乱
事
件
」
が
発
生
し
、
党
を
悩
ま
せ
た
。

　
第
一
の
事
例
は
、
「
孫
立
人
事
件
」
の
報
告
書
処
理
問
題
で
あ
る
。
孫
立
人
事
件
と
は
、
孫
立
人
総
統
府
参
軍
長
（
元
陸
軍
総
司

令
）
の
か
つ
て
の
部
下
が
反
乱
を
計
画
し
、
し
か
も
共
産
ス
パ
イ
（
「
匪
諜
」
）
で
あ
っ
た
と
し
て
、
関
係
者
が
処
刑
さ
れ
た
事
件
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

あ
る
。
こ
の
結
果
、
孫
立
人
は
後
半
生
の
ほ
と
ん
ど
を
軟
禁
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
、
陳
誠
を
調
査
委
員
会
主
任
委
員

と
す
る
「
九
人
委
員
会
」
が
一
九
五
五
年
一
〇
月
に
調
査
報
告
書
を
発
表
し
た
。
と
こ
ろ
が
監
察
院
国
防
委
員
会
の
調
査
小
組
は
、

翌
月
に
異
な
っ
た
調
査
結
果
を
記
載
し
た
調
査
報
告
書
を
完
成
さ
せ
た
。
「
党
政
関
係
大
綱
」
に
よ
る
と
、
「
職
務
範
囲
内
の
関
連
政

策
の
決
定
お
よ
び
執
行
を
上
級
党
部
に
常
に
報
告
し
、
指
示
あ
る
い
は
意
見
の
提
起
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
監

察
院
は
、
党
へ
の
報
告
な
し
に
独
自
の
調
査
を
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
党
は
異
な
る
内
容
を
持
つ
二
つ
の
調
査
報
告
書
が
公

表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
の
威
信
が
低
下
し
か
ね
な
い
と
考
え
、
監
察
院
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
報
告
書
の
公
表
を
差
し
止

め
よ
う
と
試
み
た
。
と
こ
ろ
が
結
局
党
中
央
の
勧
告
・
指
導
に
よ
り
、
調
査
報
告
書
の
公
表
は
直
前
に
延
期
が
発
表
さ
れ
た
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

そ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
様
々
な
憶
測
を
生
み
、
政
府
の
威
信
は
傷
つ
く
羽
目
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
第
二
は
、
「
国
会
連
合
会
中
国
組
」
の
構
成
員
問
題
で
あ
る
。
国
会
連
合
会
と
は
、
世
界
各
国
の
国
会
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
国
際
組
織
で
あ
る
。
ま
ず
監
察
院
が
、
立
法
委
員
と
監
察
委
員
の
双
方
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
代
表
団
を
同
組
織
に
参
加
さ
せ

る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
立
法
院
は
、
監
察
院
と
立
法
院
の
ど
ち
ら
が
国
府
を
代
表
す
る
国
会
で
あ
る
か
に

つ
い
て
、
大
法
官
会
議
に
憲
法
解
釈
を
求
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
党
中
央
は
こ
の
調
停
に
乗
り
出
し
、
結
局
中
央
委
員
会
常
務

委
員
会
が
「
我
が
国
の
立
法
院
は
、
一
般
の
民
主
国
家
の
国
会
（
議
会
）
の
基
本
的
職
権
を
行
使
し
て
お
り
、
（
中
略
）
我
が
国
と
世

界
各
国
の
国
会
（
議
会
）
と
の
活
動
は
、
立
法
院
が
代
表
し
て
参
加
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
決
議
を
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
監
察
院

は
、
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
の
決
議
に
反
対
し
、
自
ら
一
方
的
に
「
国
会
連
合
会
中
国
組
」
の
メ
ン
バ
ー
を
選
定
し
た
り
、
抗
議
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の
意
を
表
明
す
る
た
め
監
察
院
党
部
の
党
委
員
が
党
員
大
会
に
辞
表
を
提
出
し
た
り
し
た
た
め
、
監
察
院
の
業
務
が
長
期
に
渡
っ
て

滞
っ
た
。
中
央
民
意
代
表
機
構
と
し
て
再
出
発
し
た
ば
か
り
の
時
点
で
あ
る
た
め
、
国
会
議
員
外
交
を
ど
の
組
織
が
担
当
す
べ
き
か

と
い
う
問
題
は
、
役
割
分
担
の
混
乱
が
原
因
と
も
言
え
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
基
本
的
に
は
監
察
院
の
「
組
織
と
し
て
の
自
己
主

張
」
が
、
党
中
央
の
権
威
を
無
視
し
た
事
例
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
問
題
は
、
党
中
央
と
監
察
院
と
の
関
係
が
こ

じ
れ
た
末
に
、
大
法
官
会
議
の
憲
法
解
釈
に
よ
っ
て
監
察
院
の
主
張
が
退
け
ら
れ
、
落
着
を
見
た
。

　
第
三
は
、
愈
鴻
鈎
行
政
院
長
弾
劾
案
事
件
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
一
二
月
、
監
察
院
は
、
愈
鴻
鉤
行
政
院
長
が
提
出
し
た
、
軍
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

公
務
員
、
教
員
等
の
待
遇
改
善
問
題
に
関
す
る
対
応
に
不
服
を
唱
え
、
行
政
院
長
弾
劾
案
を
提
出
し
た
。
弾
劾
案
の
提
出
は
、
た
っ

た
一
〇
名
の
監
察
委
員
が
会
議
を
開
催
す
る
だ
け
で
可
能
で
あ
る
。
弾
劾
と
は
、
民
事
で
言
え
ば
起
訴
に
相
当
す
る
た
め
、
弾
劾
が

成
立
し
た
場
合
は
、
司
法
院
の
公
務
員
懲
戒
委
員
会
に
送
ら
れ
、
審
問
と
判
決
が
下
さ
れ
る
（
正
副
総
統
の
罷
免
だ
け
は
国
民
大
会
の

権
限
で
あ
る
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
弾
劾
案
は
成
立
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
が
、
威
信
を
傷
つ
け
ら
れ
た
愈
鴻
鈎
は
弾
劾
案
が
成
立

す
る
前
に
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
後
任
の
行
政
院
長
に
陳
誠
が
再
登
板
す
る
こ
と
で
事
態
は
よ
う
や
く
収
拾
さ
れ
た
。
こ

れ
は
弾
劾
案
を
提
出
し
た
二
名
の
監
察
委
員
達
が
党
中
央
の
調
停
を
拒
絶
し
、
弾
劾
案
を
堅
持
し
た
た
め
、
一
部
監
察
委
員
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
一
種
の
「
倒
閣
運
動
」
が
成
功
し
て
し
ま
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
。

　
監
察
院
が
、
必
ず
し
も
党
の
意
向
に
盲
目
的
に
追
従
せ
ず
、
政
府
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
台
湾
に
お
け

る
国
府
の
政
治
体
制
が
、
限
定
的
な
が
ら
も
多
元
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
監
察
院
は
立
法
院
と
比
べ
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ら
、
党
政
関
係
の
「
悪
化
」
が
も
た
ら
す
影
響
は
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
に
、
戒
厳
令
に
よ
り
行
政
権
が
肥

大
化
し
た
国
家
機
関
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
機
能
を
有
す
る
行
政
院
は
、
立
法
院
に
対
し
て
責
任
を
負
う
の
で
あ
っ
て
、
監
察
院

が
「
反
乱
」
を
起
こ
し
て
も
そ
の
影
響
は
比
較
的
小
さ
い
。
第
二
に
、
監
察
院
は
、
立
法
院
に
比
べ
て
人
数
が
六
分
の
一
し
か
い
な

い
た
め
、
統
制
を
取
り
や
す
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
党
・
立
法
院
関
係
の
制
度

　
8
　
「
革
命
民
主
政
党
」
の
相
克

　
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
党
の
立
法
院
に
対
す
る
統
制
が
最
も
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
党
中

央
は
、
三
つ
の
中
央
民
意
代
表
機
構
の
中
で
立
法
院
に
対
す
る
統
制
を
最
も
重
視
し
、
切
迫
感
を
も
っ
て
対
処
し
た
。
中
央
改
造
委

員
会
が
中
央
党
部
各
組
の
組
織
・
職
掌
を
決
定
し
た
後
、
最
初
に
策
定
に
着
手
し
た
決
議
案
は
、
党
と
立
法
院
と
の
関
係
を
律
す
る

規
定
で
あ
り
、
党
と
国
民
大
会
お
よ
び
監
察
院
と
の
関
係
を
律
す
る
規
定
で
は
な
か
っ
た
。
中
央
改
造
委
員
会
は
早
く
も
一
九
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

年
八
月
二
二
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
次
会
議
で
、
「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
臨
時
党
部
組
織
綱
要
」
を
制
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

討
・
修
正
を
経
て
、
同
年
九
月
二
〇
日
に
「
中
国
国
民
党
直
属
立
法
委
員
党
部
組
織
綱
要
」
と
し
て
正
式
に
制
定
さ
れ
た
。
同
規
定

の
制
定
は
、
党
政
関
係
の
根
本
規
定
で
あ
る
は
ず
の
「
中
国
国
民
党
党
政
関
係
大
綱
」
や
党
と
国
軍
を
律
す
る
規
定
の
制
定
よ
り
も

遙
か
に
早
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
党
と
立
法
院
と
の
関
係
こ
そ
が
、
党
政
関
係
で
最
も
切
迫
し
た
重
要
な
領
域
で
あ
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
と
こ
ろ
が
、
立
法
委
員
か
ら
党
部
を
中
央
「
直
属
」
に
し
た
こ
と
に
対
し
て
疑
義
が
提
出
さ
れ
た
。
結
局
は
党
中
央
が
、
こ
の
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

き
を
「
派
閥
門
戸
観
念
を
強
調
す
る
者
」
と
し
て
退
け
、
一
九
五
一
年
八
月
二
二
日
に
「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
党
部
組
織
規
程
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

を
正
式
に
制
定
す
る
に
い
た
っ
た
。
つ
ま
り
、
最
初
の
「
組
織
綱
要
」
制
定
後
一
年
の
時
間
を
か
け
、
党
員
の
立
法
委
員
か
ら
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

見
徴
収
を
丹
念
に
行
い
、
し
か
も
そ
の
意
見
を
反
映
す
る
形
で
同
「
規
程
」
の
修
正
作
業
は
進
め
ら
れ
た
。
国
民
大
会
や
監
察
院
が

こ
の
よ
う
な
重
視
を
党
中
央
か
ら
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
は
「
規
程
」
の
名
称
か
ら
「
直
属
」
の

表
現
を
取
り
去
り
、
そ
の
か
わ
り
第
一
条
に
「
中
央
に
直
属
す
る
」
と
い
う
表
現
を
残
す
と
い
う
、
折
衷
的
な
解
決
方
法
で
あ
っ
た
。
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な
ぜ
、
党
中
央
と
国
民
党
籍
立
法
委
員
は
「
直
属
」
と
い
う
文
字
の
有
無
で
争
っ
た
の
か
。
こ
の
争
い
は
、
「
革
命
政
党
」
と
し

て
の
国
民
党
と
「
民
主
政
党
」
と
し
て
の
国
民
党
の
根
本
的
相
克
を
体
現
し
て
い
た
。
立
法
院
は
国
府
体
制
の
中
で
は
ま
さ
に
「
国

会
」
と
し
て
の
地
位
と
体
裁
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
西
側
民
主
主
義
国
に
お
け
る
政
党
・
国
会
間
の
関
係
と
国
府
の
党
政
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

と
の
最
大
の
違
い
は
、
「
議
会
外
政
党
」
の
組
織
と
「
議
会
内
政
党
」
の
組
織
が
指
導
・
被
指
導
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
政
党
発
生
の
プ
ロ
セ
ス
が
議
会
外
に
あ
っ
た
多
く
の
社
会
主
義
政
党
と
同
様
、
国
民
党
の
起
源
は
革
命
運
動
に
あ
り
、
「
議
会
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

政
党
」
は
憲
政
移
行
後
に
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
憲
政
移
行
直
後
に
国
府
は
大
陸
を
失
っ
た
た
め
、
国
民
党
は
「
大
陸
反
攻
」
と

い
う
「
革
命
目
標
」
を
も
っ
て
「
改
造
」
を
行
い
、
再
出
発
し
た
。
そ
の
結
果
国
民
党
は
、
党
の
属
性
を
「
革
命
民
主
政
党
」
と
規

定
し
、
組
織
原
理
と
し
て
民
主
集
中
制
を
採
用
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
中
央
改
造
委
員
会
（
後
に
は
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
）
と
総
裁
の
指
導
に
、
党
員
で
あ
る
立
法
委
員
党
部
の
構
成
員

は
服
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
党
意
」
と
「
民
意
」
の
乖
離
は
こ
こ
に
発
生
す
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
規
定
上
は
、

総
裁
の
代
表
す
る
「
党
意
」
が
、
立
法
委
員
の
代
表
す
る
「
民
意
」
に
優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
中
央
改
造
委
員
に
は
立
法

院
か
ら
は
C
・
C
派
有
力
立
法
委
員
で
あ
る
張
道
藩
（
後
に
立
法
院
長
）
が
指
名
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
、
中
央
委
員
会
常

務
委
員
会
に
は
立
法
院
長
が
選
出
さ
れ
る
慣
行
が
で
き
あ
が
っ
た
も
の
の
、
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
に
お
い
て
立
法
院
を
代
表
す

る
の
は
立
法
院
長
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
国
民
党
中
央
の
権
力
構
造
は
、
決
し
て
議
会
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。　

⇔
　
立
法
委
員
党
部

「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
党
部
組
織
規
程
」
に
よ
る
と
、
立
法
院
に
も
、
中
央
直
属
の
立
法
委
員
党
部
が
設
け
ら
れ
、
他
の
中
央
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

意
代
表
機
構
の
党
団
と
同
様
、
そ
れ
は
非
公
開
組
織
で
あ
る
。
立
法
委
員
党
部
は
党
員
大
会
（
全
員
）
1
委
員
会
（
常
務
委
員
三
人
、
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委
員
一
一
～
一
五
人
、
候
補
委
員
三
～
五
人
、
秘
書
一
人
、
総
幹
事
、
幹
事
、
助
理
幹
事
各
若
干
名
）
1
小
組
（
七
～
二
人
）
と
い
う
組

織
を
有
し
て
い
る
。
立
法
院
は
利
害
が
錯
綜
す
る
様
々
な
法
案
や
予
算
案
を
日
常
的
に
審
議
し
て
い
る
た
め
、
他
の
中
央
民
意
代
表

機
構
よ
り
も
重
要
度
が
高
い
。
し
か
も
立
法
院
は
、
総
統
が
指
名
し
た
行
政
院
長
人
事
案
に
対
し
て
同
意
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
憲
法
第
五
五
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
も
行
政
院
長
人
事
に
不
満
が
あ
る
場
合
は
、
同
意
票
を
減
ら
し
て
行
政
院
長
を
牽
制

す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
。

　
正
副
立
法
院
長
候
補
、
委
員
会
の
常
務
委
員
、
委
員
、
候
補
委
員
は
党
員
間
の
互
選
で
決
め
ら
れ
る
。
党
の
「
改
造
」
は
上
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

下
へ
、
中
央
か
ら
地
方
へ
改
造
委
員
を
指
名
す
る
手
順
を
取
っ
て
行
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
立
法
委
員
党
部
と
監
察
委
員
党
部
の
改

造
委
員
だ
け
は
、
例
外
的
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
小
組
長
が
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
民
意
代
表
機
構
の
党
部
委
員

を
党
中
央
が
指
名
す
る
こ
と
は
、
蒋
介
石
の
領
袖
独
裁
を
推
進
し
た
「
改
造
」
に
お
い
て
も
回
避
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
立
法
院
が
、
独
裁
的
な
上
か
ら
の
改
革
で
あ
っ
た
「
改
造
」
過
程
に
あ
っ
て
も
、
民
主
的
な
手
続
き
が
維
持
さ
れ
た
特
殊
な
機

関
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
立
法
院
は
党
中
央
の
意
思
に
反
す
る
「
独
立
王
国
」
と
化
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
常
に
秘
め
て
お
り
、
党

が
立
法
院
を
統
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
必
要
と
さ
れ
た
。
「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
党
部
組
織
規
程
」
に
よ
る
と
、
も
し
も
大
多
数

の
党
員
の
意
見
と
党
中
央
の
決
定
が
一
致
し
な
い
と
き
が
あ
れ
ば
、
党
中
央
が
委
員
を
派
遣
し
て
説
明
を
行
い
、
必
要
な
時
に
は
直

接
総
裁
に
指
示
を
請
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
監
察
院
お
よ
び
国
民
大
会
に
お
け
る
党
団
と
規
定
上
全
く
同
様
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
実
態
と
し
て
、
党
が
立
法
院
を
統
制
す
る
民
主
集
中
制
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
立
法
院
の
派
閥
政
治
の
た
め
、
有
効
に

機
能
し
な
か
っ
た
。
立
法
院
に
は
、
一
九
四
八
年
一
月
時
点
で
の
「
民
意
」
が
封
じ
込
め
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
派
閥
闘
争
で
あ
る

「
党
団
之
争
」
の
構
造
と
動
向
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　
］
九
四
八
年
に
選
出
さ
れ
た
第
一
期
立
法
委
員
の
党
派
構
造
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
若
干
名
の
民
社
党
、
中
国
青
年
党
、
社

会
人
士
（
無
所
属
）
が
い
た
ほ
か
、
絶
対
多
数
を
国
民
党
が
掌
握
し
た
。
次
に
国
民
党
内
の
大
き
な
派
閥
集
団
と
し
て
は
、
C
・
C

派
が
構
成
す
る
「
革
新
倶
楽
部
」
と
、
黄
捕
軍
官
学
校
卒
業
生
、
復
興
社
、
お
よ
び
三
民
主
義
青
年
団
（
以
下
、
三
青
団
）
出
身
者

が
構
成
す
る
「
新
政
倶
楽
部
」
（
出
身
母
体
の
頭
文
字
を
取
り
、
「
黄
復
青
」
と
も
呼
ば
れ
た
）
の
二
大
派
閥
が
あ
り
、
互
い
に
対
立
し

て
い
た
。
第
三
勢
力
と
し
て
は
、
政
学
系
官
僚
と
広
西
派
を
中
心
と
し
た
民
主
自
由
社
（
一
四
座
談
会
と
重
複
）
が
あ
り
、
少
数
派

閥
と
し
て
、
朱
家
騨
派
、
民
主
憲
政
社
（
別
名
、
中
社
）
等
が
あ
っ
た
。
朱
家
騨
派
と
中
社
は
も
と
も
と
C
・
C
派
か
ら
分
か
れ
た

派
閥
で
あ
り
、
中
社
の
場
合
は
後
に
中
国
青
年
党
等
の
友
党
籍
委
員
も
包
括
し
た
。
】
派
で
過
半
数
に
達
す
る
派
閥
が
存
在
し
な
か

っ
た
た
め
、
正
副
院
長
人
事
や
、
行
政
院
長
へ
の
同
意
権
行
使
に
お
い
て
、
各
派
は
合
従
連
衡
を
繰
り
返
し
た
。
特
に
童
冠
賢
第
二

代
立
法
院
長
は
、
党
中
央
の
予
想
外
の
人
選
で
あ
り
、
し
か
も
童
は
李
宗
仁
を
支
持
し
て
中
共
と
の
和
平
を
主
張
し
、
蒋
介
石
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

全
く
相
容
れ
な
い
路
線
を
採
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
陸
時
期
の
立
法
院
の
派
閥
政
治
は
、
不
安
定
で
あ
っ
た
。

　
国
民
党
と
国
府
が
台
湾
に
渡
っ
た
際
、
こ
れ
ら
「
和
平
派
」
の
大
部
分
は
、
童
冠
賢
院
長
等
と
と
も
に
香
港
に
残
留
し
て
台
湾
に

渡
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
勢
力
」
を
形
成
し
た
。
そ
し
て
過
半
数
の
立
法
委
員
が
台
湾
に
渡
っ
た
も
の
の
、
そ
の
過
程
で
、
C
・

C
派
は
非
主
流
へ
と
転
落
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
前
半
現
在
の
立
法
院
の
お
お
ま
か
な
派
閥
分
布
は
、
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

　
最
大
派
閥
の
座
談
会
派
は
、
陳
誠
行
政
院
長
に
従
う
主
流
派
で
あ
り
、
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
国
民
党
と
三

青
団
の
派
閥
闘
争
（
「
党
団
之
争
」
）
の
深
刻
さ
を
認
識
し
た
陳
誠
と
そ
の
周
辺
が
、
立
法
院
に
お
い
て
党
中
央
を
擁
護
す
る
中
核
と

な
る
集
団
を
形
成
す
る
必
要
性
を
実
感
し
、
渡
台
後
に
多
数
派
工
作
を
通
じ
て
作
っ
た
立
法
院
内
の
主
流
派
集
団
で
あ
る
。
座
談
会
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表1－1　立法院内の党派表（1950－54年現在）

王焦寡

牛践初

王汝淵

史宗踏

朱紀葦

李　宿

李慧唇

沈之翫

何佐涯

邪淑娼

周兆巽

胡　汚

封中斗

三青団 孫乗橦

（黄復青） 唐国禿

（座談会） 陳正伯

（208） 梅恕聾

座 崔瑛髪
談
△ 1馬正県

云
派 黄建吋

富静暑

陽遁信

瓢志套

趙自芦

劉　壕

劉振舜

劉友f
播廉ナ

謝哲β

瀟賛肴

朱家騨派 王孝層

（13） 周慕

中　社 干汝1
（含友党） 張明蓬

（16） 戦慶蹟

　
　
　

ぺ
　
　

ペ
　
　

ヤ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

　
　
　

ぺ
　
　

　
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ペ
　
　

ペ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ペ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ

野
潭
国
点
定
仙
梅
亭
民
賢
声
眠
齊
肪
生
春
吾
平
通
媛
天
栞
魯
真
侯
周
田
英
洒

子
耀
華
　
　
雅
友
憲
新
天
苑
剣
中
連
介
季
唯
希
　
晋
覚
叶
公
　
明
賛
昆

王
王
包
朱
李
李
沈
宋
江
周
萢
段
徐
師
陳
張
崔
費
黄
傅
楊
葉
趙
劉
劉
劉
縢
銭
瀟

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ペ
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

醸
繋
羅
撚
繍
簸
灘
棚
繕
欝
蕪

成
亜
誠
颪
栄
鳳
臥
丞
職
民
鉄
慶
鳳
概
乙
伝
祖
駄
奴
炎
穐
鑑
渓
雲
勲
久
聡
敢
言
林

竹
文
大
鎮
国
漢
雨
　
秀
作
華
永
中
廷
天
広
学
宗
換
如
　
純
石
撃
兆
湘
品
孟
惜
穆

王
侃
白
田
任
李
李
余
江
林
幸
段
徐
高
郭
張
崔
陸
黄
湯
楊
窟
趙
満
劉
劉
鄭
閻
魏
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
猟
机
民
革
三
液
魔
一
、
風
蕪
年
渡
傑
成
愈
畝
鍛
文
志
琳
微
説
落
鹸
平
胤
善
臥
衡

治
建
如
誼
根
漢
　
富
蓬
，
殿
贋
維
　
永
訓
其
　
節
毅
寳
　
恵
存
崇
階
肇
崇
家
舜

王
劉
白
田
伍
李
李
余
成
林
房
胡
郎
秦
章
陳
張
陶
黄
程
楊
董
趙
斐
劉
劉
蒋
盧
儲
聾

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

箴
周
超
丹
時
塊
滋
傑
衡
棟
周
藩
文
培
遂
正
古
様
蘭
烈
築
燗
洲
廉
漢
毘
亮
涛
錯
衡

徳
興
学
亜
　
曼
樹
文
均
　
佐
維
紹
祖
公
蒼
暁
紹
侃
　
維
幼
振
　
　
博
公
激
仁

王
張
王
田
莫
李
李
余
杜
林
姜
胡
侯
秦
徐
陳
張
許
黄
程
質
楊
趙
齊
劉
劉
蒋
郡
謝
羅

ヤ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ペ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
　
　
ペ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ

慶
南
慧
齢
松
民
林
木
船
寮
符
晴
恰
芳
園
貞
遠
俊
棟
俊
華
龍
乾
瑛
権
平
義
健
芳
曲
成

広
　
長
九
如
天
曜
家
景
国
春
長
廷
耐
英
顧
　
　
　
振
鳴
大
柄
中
　
効
景
維
星
大

王
周
王
石
朱
李
李
沈
何
延
呉
胡
銚
馬
凌
陳
曹
梁
黄
黄
雷
楊
趙
漆
劉
劉
劉
播
謝
関

ヤ
　
　

　
　
　

ぺ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

ペ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ペ
　
　

ペ
　
　

ペ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ペ
　
　

ペ
　
　

ヤ
　
　

ヤ
　
　

　
　
　

ヤ
　
　

ヤ

英
初
津
周
章
荷
民
敬
治
賊
裳
淳
平
潅
偵
修
曾
珍
忠
中
岩
儒
奮
斉
実
東
探
方
声
育

焦
践
汝
宗
紀
　
慧
之
佐
淑
兆
　
中
乗
国
正
恕
瑛
正
建
静
遁
志
自
　
振
友
廉
哲
賛

王
牛
王
史
朱
李
李
沈
何
邪
周
胡
封
孫
唐
陳
梅
崔
馬
黄
富
陽
瓢
趙
劉
劉
劉
播
謝
瀟

王孝華、王任遠、王常裕、王啓江、包一民、江漁洋、李文斎、

周慕文、張鴻学、頂潤毘、楊公達、劉郁中、羅大愚。

干汝洲、王子蘭、余凌雲、杜光墳、李　鉦、李公権、周厚均、

張明経、張金鑑、莫萱元、黄雲換、楊一峰、楊家麟、董正之、

戦慶輝、嚴廷麗。
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表1－2　立法院内の党派表（1950－54年現在）

王寒生、王大任、王述先、王乗鉤、丑輝瑛、方翼達、丘漢平、曲直生、吉佑民、

周紹成、邸有珍、武誓彰、段　悼、高語和、陳鉄夫、張希哲、陳桂清、陽一如、

黄　強、黄玉明、解文超、葉湖中、播士浩、播街興、謝承柄、阿不都拉（以上

26名は後にC・C新中央）。

干心澄、干錫來、干紀夢、王霧券、王純碧、王新衡、王鴻紹、王漢生、王冬珍、

王兆民、王仲裕、王南復、王夢雲、王徳搏、毛　飛、牛進禄、ヂ述賢、石宏規、

皮以書、全道雲、牟尚齋、朱有為、朱文徳、朱貫三、伍家宥、江一平、安輔廷、

安則法、仲肇湘、李永新、李喚之、李宏基、李秀芽、李継淵、李琢仁、李永愚、

李鮪華、李郁才、李錫恩、谷正鼎、成舎我、宋述樵、杜希夷、杜葡若、秋　贋、

何人豪、何佐治、何　適、何蓋民、江寳喧、宋漱石、林鳴九、林柄康、林競忠、

C
● 金養浩、郡

呉望仮、呉延環、呉鋳人、呉　幹、呉雲鵬、呉竹銘、呉祥麟、周　敏、周傑人、

　　　華、祁志厚、胡鈍愈、胡建中、侯庭督、姜伯彰、相菊潭、苗啓平、

C
派
洪　声、郎1水侠、姜紹誤、徐源泉、馬換文、侃玉潔、夏景如、馬暁軍、馬俊徳、

馬樹礼、姫萸川、衰良騨、陳康和、陳紀灌、陳紹賢、陳紫楓、陳海澄、陳博生、
（217）

陳　成、陳　洪、陳　素、陳　鉄、張　貞、張一清、張大田、張九如、張寳樹、

張雨生、張子揚、張道藩、張志智、張清源、張廷鋪、張鴻烈、莫寒竹、梁粛戎、

陸京士、畢圃仙、商文立、許占魁、許孝炎、許紹勤、許大川、郭紫峻、郭登赦、

陶尭階、郭中興、習文徳、輩　勤、程槍波、程福剛、彰爾康、彰善承、彰鎮簑、

温士源、黄哲真、黄国書、曾養甫、傅　岩、喬鵬書、喬一凡、薦大轟、楊　雲、

楊致喚、楊管北、楊俊生、葉潮中、解子清、質和甫、董其政、斉世英、趙　颯、

趙巨旭、趙憲文、趙祖貝台、趙文藝、趙淑嘉、趙嫡瑛、摩維藩、劉　烹、劉　聾、

劉誌軒、劉啓瑞、劉錫五、劉文島、劉秋芳、劉譜人、劉衝静、郡公玄、鄭青陽、

郵働豪、徳古来、楼桐孫、奨徳潤、鄭震宇、広　禄、頼　腫、穆　超、雷戦一、

賂啓蓮、銭剣秋、銭雲階、醇興儒、謝澄宇、謝剛傑、営爾斌、藍文徴、薩孟武、

魏壽永、魏侃蘭、韓中石、韓振声、蒲　鐸、調学融、謂恵泉、羅貢華、羅霞天、

寳子進、寵壽峯、（以ヒ191名はC・C派の立場を堅持）。

一四座談会 王沢民、王　俊、江少倫、周雍能、衰其燗、陸福廷、陳如玄、

（含友党） 郭徳権、張慶槙、彰醇士、孫桂籍、郡翔宇。
（12）

民　社　党 王世憲、金紹賢、馬書城、孫継緒、解子清、周樹声、蘇汝溌。

（7）
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表1－3　立法院内の党派表（1950－54年現在）

中国青年党 左舜

（10） 陳祖

文

王化

宋垣

李慶

胡秋

不明・無所属 徐百

（79） 梁朝

陳壽

曾華

愛美

播朝

劉仲

左舜生、李　墳、李公権、余家菊、冷　彰、林可磯、徐漢豪、

陳祖胎、曾埼、劉子鵬。

　群、王孝英、王孟鄭、王開化、王漢悼、王升庭、王健海、

王化民、史敏済、白　楡、再寅谷、朱啓明、朱世龍、宋宜山、

宋垣忠、任培道、李柄瑞、李東園、李蘇衡、李応生、李祖謙、

李慶麿、呂雲章、沈　涜、何正卓、孟広厚、杭嘉駿、林樹藝、

胡秋原、愈松簿、唐嗣尭、馬潤摩、馬乗風、夏酸業、徐宏玉、

徐百川、柴春森、夏涛声、孫慧西（元中共）、費　侠（元中共）、

梁朝威、陶希聖、陳翰華、陳　衡、陳逸雲、陳際唐、陳錫琉、

陳壽民（広西派）、張超良、張光涛、張翰書、湯汝梅、曾　彦、

曾華英、程　琉、喩孝権、黄仲楡、楊仲華、楊崇瑞、楊適生、

愛美郷、雷　股（広西派）、趙連芳、趙允義。栄　照、屡競存、

播朝英、票自声、劉志平、劉明朝、劉楚材、劉聖斌、劉我英、

劉仲平、劉百聞、銭納水、韓玉符、瀟文鐸、羅万悼。

出所：立法院立法委員名鑑編輯委員会編『第一届立法委員名鑑』、立法院立法委員名鑑編輯委員会、

　出版地不明、1953年。国史舘徴校処時政科編『中華民国行憲政府職名録一自行憲至民国六十七年

　五月一』、台北、国史舘、1988年、245－250頁。沈雲龍訪問・陳三井ほか紀録『周雍能先生訪問

　紀録』、台北、中央研究院近代史研究所、1984年、167－170頁。陸寳干訪問・鄭麗樒紀録『黄通

　先生訪問紀録』、台北、中央研究院近代史研究所、1992年、272－284、293－320頁。劉鳳翰ほか訪

　問・梁粛戎口述『梁粛戎先生訪談録』、台北、国史舘、1995年、61－90頁。趙自斉口述・遅景徳・

　呉淑鳳訪問紀録整理『趙自斉先生訪談録』、国史館、台北、2000年、86－124頁。徐瑞希「遷台後

　立法院国民党派系之研究（第五至第八十三会期）」、台北、国立政治大学政治研究所修士論文、1989

　年、81－82頁。個別の委員の所属派閥に関しては、1952－90年まで立法院中国国民党党部・党団

　で仕事をした裏作聖氏に対して2000年12月28日及び2001年8月13日に行ったインタビュー

　にて確認を得た（以下、装作聖インタビュー、2000年12月28日、裏作聖インタビュー、2001年

　8月13日）。その後、さらにC・C派秘書を務めた梁粛戎元立法院長に対して、2001年8月15

　日に行ったインタヒューにて確認を得た。これは1950年代前半の立法委員562名（1名は2っ

　の党派に二重に参加）の派閥分類表であるが、台湾に渡らなかった一部立法委員を含む。また死

　亡や行政職等への転出による辞職等の事例も捨象したため、実数よりも若干多くなっている。ま

　た、座談会は派とC・C派の人数も、関係各証言の数よりも多くなっているが、これも時期の違

　い等が原因となっているものと考えられる。また、朱家騨派や中社は、インタビューを受けた人

　が「座談会」として答えている可能性かあり、このため同派のこの表の人数は実際の人数よりも

　少ない可能性かある。
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派
の
中
心
勢
力
は
新
政
倶
楽
部
で
あ
り
、
後
に
『
建
設
』
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
て
い
た
た
め
、
建
設
座
談
会
、
ま
た
は
単
に
座
談

会
（
派
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
座
談
会
派
の
主
要
構
成
員
は
黄
哺
系
、
復
興
社
、
三
青
団
出
身
者
で

あ
る
が
、
三
青
団
出
身
者
が
多
数
を
含
め
る
た
め
、
表
一
で
は
、
単
に
「
三
青
団
」
と
い
う
分
類
を
用
い
た
。
ま
た
、
座
談
会
派
は
、

後
述
す
る
少
数
派
閥
や
C
・
C
派
の
一
部
を
分
断
し
て
取
り
込
み
、
立
法
院
内
で
一
六
〇
～
一
七
〇
名
程
度
の
集
団
と
な
っ
た
と
い

う
。
同
派
の
指
導
者
は
陳
誠
行
政
院
長
で
あ
っ
た
が
、
直
接
陳
誠
が
彼
等
と
会
合
を
も
っ
て
組
織
的
に
指
導
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

は
っ
き
り
し
な
い
。
彼
ら
は
党
中
央
の
決
定
に
服
従
し
、
陳
誠
行
政
院
長
を
支
え
る
こ
と
を
自
ら
に
課
し
て
い
た
。

　
朱
家
騨
派
は
、
大
陸
時
期
に
C
・
C
派
か
ら
分
裂
し
た
派
閥
で
あ
り
、
C
・
C
派
と
の
対
立
関
係
に
陥
っ
た
た
め
、
三
青
団
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33
）

関
係
が
良
好
と
な
り
、
台
湾
に
移
っ
て
か
ら
は
党
中
央
に
服
従
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
他
方
中
社
は
、
立
法
院
の
広
州
撤
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

後
に
、
陳
立
夫
の
諒
解
の
下
C
・
C
派
か
ら
分
裂
し
た
集
団
で
あ
り
、
民
主
憲
政
出
版
社
を
組
織
し
、
『
民
主
憲
政
』
と
い
う
月
刊

誌
を
発
行
し
て
い
た
た
め
、
別
名
を
「
民
主
憲
政
雑
誌
社
」
と
も
言
う
。
こ
の
ほ
か
、
C
・
C
新
中
央
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訪
）

五
〇
年
代
後
半
に
、
党
中
央
の
分
断
工
作
に
応
じ
て
C
・
C
派
か
ら
分
か
れ
た
集
団
を
指
す
。
C
・
C
新
中
央
は
智
仁
勇
出
版
社
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

組
織
し
、
『
新
出
路
』
と
い
う
月
刊
誌
を
発
行
し
て
い
た
た
め
、
別
名
「
智
仁
勇
社
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
元
来
C
・
C
派
か
ら
枝
分

か
れ
し
た
こ
れ
ら
少
数
派
閥
は
、
座
談
会
派
の
傘
下
に
入
り
、
主
流
派
と
し
て
行
政
院
の
政
策
を
擁
護
し
た
。
非
C
・
C
派
系
の
非

主
流
派
閥
と
し
て
は
、
一
四
座
談
会
が
残
っ
た
。
一
四
座
談
会
と
は
、
立
法
院
院
会
の
開
催
日
（
火
、
金
曜
日
）
の
前
日
（
月
曜
日

H
「
星
期
『
、
木
曜
日
“
「
星
期
四
」
）
に
集
会
す
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
名
前
で
あ
る
。
構
成
員
は
広
西
派
を
中
心
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

る
が
、
呉
鉄
城
（
政
学
系
）
等
も
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
そ
し
て
、
最
大
の
非
主
流
派
は
、
革
新
倶
楽
部
（
C
・
C
派
）
で
あ
っ
た
。
主
要
構
成
員
は
、
非
転
向
の
C
・
C
派
立
法
委
員
で

あ
り
、
陳
立
夫
を
精
神
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
い
る
（
も
う
一
人
の
指
導
者
で
あ
る
陳
果
夫
は
一
九
五
一
年
八
月
に
病
死
）
。
彼
ら
は
党
中

央
の
分
断
工
作
に
よ
っ
て
少
数
派
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
完
全
に
封
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
発
生
せ
ず
、
常
に
約
一
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六
〇
程
度
の
議
席
を
維
持
し
続
け
た
と
い
う
。
C
・
C
派
は
台
北
市
許
昌
街
二
六
号
で
会
合
を
開
い
て
い
た
た
め
、
別
名
「
許
昌

街
」
と
呼
ば
れ
た
。
許
昌
街
二
六
号
は
、
後
に
財
団
法
人
革
新
倶
楽
部
の
所
在
地
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
立
法
院
の
非
主
流
派
閥
が

財
団
法
人
を
合
法
的
に
設
立
す
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
無
党
籍
、
ま
た
は
全
く
無
派
閥
の
立
法
委
員
も
存
在
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
立
法
委
員
の
派
閥
属
性
は
明
確

で
、
誰
が
ど
の
派
閥
に
属
し
て
い
る
か
は
、
誰
も
が
熟
知
し
て
い
た
。
立
法
院
が
台
湾
に
移
転
し
、
そ
の
後
、
C
・
C
派
が
中
央
の

切
り
崩
し
工
作
を
経
て
少
数
派
と
な
っ
た
こ
と
で
、
立
法
院
内
の
派
閥
構
造
は
安
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
⇔
　
立
法
院
内
の
公
職
選
挙

　
議
会
内
の
派
閥
政
治
と
は
、
数
の
論
理
で
あ
り
、
資
源
配
分
を
め
ぐ
っ
て
合
従
連
衡
が
繰
り
返
さ
れ
、
多
数
派
を
形
成
し
た
グ
ル

ー
プ
が
勝
利
す
る
。
台
湾
の
立
法
院
で
は
、
と
も
に
二
〇
〇
名
前
後
の
勢
力
を
有
す
る
座
談
会
派
と
C
・
C
派
が
中
間
派
で
あ
る
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

派
閥
・
無
所
属
立
法
委
員
を
奪
い
合
う
派
閥
政
治
と
な
っ
た
。
立
法
院
内
の
派
閥
政
治
は
、
立
法
院
内
お
よ
び
立
法
院
党
部
内
の
公

職
選
挙
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。
ま
ず
、
立
法
院
の
正
副
院
長
選
挙
で
あ
る
が
、
立
法
院
が
台
湾
に
移
転
し
た
時
、
民
主
自
由
社
と

新
政
倶
楽
部
の
支
持
に
よ
っ
て
立
法
院
長
に
当
選
し
た
童
冠
賢
が
台
湾
に
渡
ら
な
か
っ
た
た
め
、
副
院
長
の
劉
健
群
（
座
談
会
派
）

が
代
理
を
務
め
て
い
た
。
一
九
五
〇
年
一
二
月
に
、
劉
健
群
は
正
式
に
立
法
院
長
、
黄
国
書
（
C
・
C
派
、
半
山
）
が
副
院
長
に
立

候
補
し
、
当
選
し
た
。
こ
の
時
、
す
で
に
C
・
C
派
排
除
の
「
改
造
」
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
人
事
に
C
・
C
派
は

反
抗
す
る
こ
と
な
く
、
順
調
に
通
過
し
た
。
し
か
し
、
劉
健
群
は
公
費
横
領
間
題
の
責
任
を
追
及
さ
れ
て
、
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
こ
で
一
九
五
二
年
三
月
、
蒋
介
石
は
C
・
C
派
の
大
物
で
あ
る
張
道
藩
を
立
法
院
長
に
推
し
、
黄
国
書
を
副
院
長
に
留
任
さ
せ
る

　
　
　
　
（
4
0
）

人
事
を
行
っ
た
。
張
道
藩
は
、
C
・
C
派
の
中
で
も
鷹
揚
な
性
格
で
知
ら
れ
、
座
談
会
派
か
ら
も
受
け
入
れ
可
能
な
有
力
立
法
委
員

　
　
（
牡
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
張
道
藩
は
立
法
委
員
の
中
で
は
唯
一
の
中
央
改
造
委
員
で
も
あ
り
、
党
中
央
と
の
関
係
も
良
好
で
あ
っ
た
。
蒋
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介
石
が
「
改
造
」
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
非
主
流
派
の
C
・
C
派
か
ら
立
法
院
長
候
補
を
選
ん
だ
こ
と
に
は
、
醜
聞
に
よ
り
引
責
辞

任
を
し
た
劉
健
群
の
座
談
会
派
に
対
し
て
謹
慎
を
求
め
、
同
時
に
し
ば
し
ば
政
府
に
反
対
の
立
場
を
取
り
が
ち
な
C
・
C
派
を
慰
撫

す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
任
の
張
道
藩
院
長
指
名
案
は
一
九
五
二
年
三
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
立
法
委
員
党
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

党
員
大
会
に
、
蒋
介
石
が
例
外
的
に
自
ら
出
席
す
る
こ
と
で
通
過
し
た
。
蒋
介
石
の
出
席
に
よ
り
、
座
談
会
派
の
反
発
を
抑
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
立
法
院
秘
書
長
、
副
秘
書
長
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
職
位
は
立
法
院
長
の
指
名
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
院
会
で
報
告
さ
れ

た
後
、
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
（
「
立
法
院
組
織
法
」
第
二
一
二
条
）
。
張
道
藩
院
長
（
一
九
五
二
年
～
一
九
六
一
年
）
の
場
合
は
、
ま

ず
李
中
嚢
秘
書
長
（
C
・
C
派
）
と
哀
雍
副
秘
書
長
（
C
・
C
派
）
を
指
名
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
三
年
に
衰
雍
が
辞
職
し
た
際
、

張
道
藩
は
陳
開
洒
（
座
談
会
派
）
を
副
秘
書
長
に
充
て
た
。
そ
し
て
一
九
五
四
年
に
李
中
嚢
が
辞
職
し
た
際
に
は
陳
開
洒
を
秘
書
長

に
繰
り
上
げ
、
衰
雍
（
C
・
C
派
）
を
副
秘
書
長
に
復
帰
さ
せ
た
。
こ
の
座
談
会
派
秘
書
長
と
C
・
C
派
副
秘
書
長
の
コ
ン
ビ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

張
道
藩
の
辞
任
ま
で
約
七
年
間
続
き
、
そ
の
後
の
立
法
院
長
は
、
二
大
派
閥
の
均
衡
人
事
を
踏
襲
し
た
。
つ
ま
り
、
憲
法
上
、
立
法

院
秘
書
長
、
副
秘
書
長
の
選
出
は
立
法
院
長
の
専
権
事
項
で
あ
る
が
、
歴
代
の
立
法
院
長
は
、
や
は
り
派
閥
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

て
、
C
・
C
派
と
座
談
会
派
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
選
抜
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
重
要
な
の
は
、
立
法
院
内
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
召
集
委
員
選
挙
で
あ
る
。
立
法
院
は
委
員
会
制
を
採
っ
て
お
り
、
一
二
の

委
員
会
が
常
設
さ
れ
て
い
る
（
大
陸
時
期
に
は
一
二
委
員
会
）
。
各
委
員
会
は
、
一
委
員
会
の
構
成
員
を
九
〇
名
未
満
と
し
、
立
法
委

員
は
全
員
ど
れ
か
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
「
立
法
院
組
織
法
」
第
一
九
条
）
。
第
一
一
会
期
（
一
九
五
三
年
春
の
会
期
）
以
降
、

召
集
委
員
の
人
数
を
、
委
員
会
の
人
数
が
二
〇
人
未
満
は
一
人
、
二
一
人
か
ら
四
〇
人
は
二
人
、
四
一
人
以
上
は
三
人
と
し
た

（
「
立
法
院
組
織
法
」
第
二
〇
条
）
。
当
初
一
つ
の
委
員
会
に
参
加
す
る
人
数
は
制
限
さ
れ
ず
、
召
集
委
員
も
抽
選
で
決
め
ら
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

後
に
は
召
集
委
員
は
ま
ず
党
内
で
予
備
選
挙
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
院
内
で
の
選
挙
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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表2－1立法院第I　I会期各委員会召集委員当選者

委員会 氏名　　　籍貫 子

嚴廷麗（1）山西河津

内 政
周慕文（2）遼寧遼陽

梁棟（3）湖南衡陽

輩　勤（4）湖南常徳

外 山
父 謝仁釧（5）安徽祁門

劉聖斌（6〉遼寧緩中

減元駿（7）山東済寧

国 防
蒲賛育（8）湖南郡陽

王寒生（9）松江穆稜

胡　淳（10）湖北孝感

経 済
注漁洋（11）大連市

彰爾康（12）湖南仮県

朱文徳（13）上海市

財 政 閻孟華（14）吉林永吉

王沿民q5）大連市

予 算
劉啓瑞（16）安徽貴池

林棟（17）江蘇江寧

教 六
目 王大任（18）遼寧遼陽

黄龍先（19）湖南淑浦

得票院内派閥　　　　　主要経歴及び政治的背景

12　座談会　　第6区行政督察専員兼保安司令。山西省

13　　　　　　民政庁長。

11　座談会　　中央組織部総幹事。藩陽参議会参議員。

　　座談会　　米ミシガン大学政治学修士。第9軍政治

　　　　　　　部主任。江西省党部主任委員。制憲国民

　　　　　　　大会代表。

19　C・C派　華容県党部主任委員。組織部設計委員。

　　　　　　　全国中医師公会常務理事。

18　座談会　　米アメリカン大学修士。18軍秘書。第5

　　　　　　　戦区司令長官部秘書。上海市党部書記長。

16　不　明　　與潮社総編輯・副社長。東北大学教授。

12　座談会　　黄哺4期。三青団中央幹事。

16　座談会　　黄哺1期。三青団中央幹事。

　7　C・C派　中訓団高級班2期卒。国民参政会参政員。

　　　　　　　制憲国民大会代表。後に新中央。

14　座談会　　黄哺系（期別不明）。三青団中央団部組長

　　　　　　　秘書。総裁官邸連絡秘書。

13　座談会　　北海道帝国大学卒。制憲国民大会代表。

13　C・C派　南京市党部書記長。中央社会部処長。

21　C・C派　上海市律師公会常務理事。上海市第5区

　　　　　　　区長。上海市参議会参議員。

13　座談会　　東北で抗日運動、終戦後接収工作に従事。

12　座談会　　省政府委員。省政府庁長。国民大会代表。

　　　　　　　国民参政会参政員。

15　C・C派　安徽省党部主任委員。軍事委員会設計委

　　　　　　　員。国民参政会参政員。

14　座談会　　米ミシガン大学政治学修士。中央組織部

　　　　　　　編纂。江蘇省党部執行委員。江蘇省政府

　　　　　　　委員。

16　C・C派　遼寧省参事。省党部委員。中訓団東北分

　　　　　　　団講師。後に新中央。

10　座談会　　教育部秘書。国立政治大学教授兼主任秘

　　　　　　　書。
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表2－2立法院第H会期各委員会召集委員当選者

委員会 氏名　　　籍貫 得票 院内派閥 主要経歴及び政治的背景

』
父 通

徐君楓（20）安徽盧江

温士源（21）天津市

衰其燗（22）江蘇准陰

22

22

16

座談会

C・C派

一　四

三青団中央幹事会組織処訓練処副処長。

安徽省党部執行委員。

中央政治学校訓導班第2期。天津特別市

党部委員。制憲国民大会代表。

中央組織部科長。全国総工会副秘書長。

辺 政
醇興儒（23）蒙古

　　　　　卓索図盟

9 C・C派 熱河省義通軍団長。熱蒙党部主任委員。
蒙蔵委員会委員。

僑 政

何　適⑳広東恩平

李柄瑞伽広東台山

14

10

C・C派
不　明

経済学博士。中央青年部専門委員。制憲

国民大会代表。

駐米大使館一等書記官。新聞処駐ワシン

トン　事処主任。党中央監察委員。

民
　
　
商

刑
　
　
法

張慶槙（26）安徽澱県

武誓彰（27）山西武郷

11

9

一　四

C・C派

米ノースウエスト大学法学博士。監察委
口
貝
。
山
西
省
党
部
執
行 委員。国民参政会参政員。

後に新中央秘書長。

法 制

張翰書（28）河北豊潤

張子揚（Z9）山西五台

13

11

不　明

C・C派

甘粛省党部執行委員。天津市政府簡任秘

童
日
Q
中央党務学校卒。中央政治学校教授。山

西省党部主任委員。制憲国民大会代表。

出所：中国国民党中央設計考核委員会編『専題研究報告彙編一党務類（三）一』、中国国民党中央設

　計考核委員会、台北、1971年〔流出史料〕、155－156頁、徐瑞希「遷台後立法院国民党派系之研

　究（第五至第八十三会期）」、台北、国立政治大学政治研究所修十論文、1989年、81－82、87－88頁。

　裏作聖インタビュー、2000年12月28日。（1）455頁；（2）146頁；（3）228頁；（4）340頁；（5）443

　頁；（6）411頁；（7）382頁；（8）442頁；（9）33頁1（10）179頁；（ll）84頁；（12）317頁；（13）58

　頁；（14）432頁；（15）26頁；（16）409頁；（17）156頁1（18）頁；（19）338頁；（20）219頁；（21）

　312頁；（22）194頁；（23）436頁；（24）87頁；（25）109頁；（26）271頁；（27）頁；（28）274頁；

　（29）250頁。

文献：中華民国人事録編纂委員会『中華民国人事録』、中国科学公司、台北、1953年。
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表
2
は
、
第
一
一
会
期
の
各
委
員
会
召
集
委
員
の
選
挙
結
果
で
あ
る
。
全
体
で
見
る
と
、
二
九
名
の
召
集
委
員
が
選
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
主
流
派
で
あ
る
三
青
団
が
二
二
名
で
あ
る
。
非
主
流
派
で
あ
る
C
・
C
派
は
二
名
、
一
四
座
談
会
は
二
名
で
あ
り
、

派
閥
背
景
が
不
明
ま
た
は
無
派
閥
の
者
が
三
名
で
あ
る
。
各
委
員
会
で
は
、
特
定
の
派
閥
が
全
召
集
委
員
を
独
占
す
る
こ
と
は
な
く
、

多
元
的
な
状
況
に
あ
る
。
一
二
あ
る
常
設
委
員
会
の
内
、
特
に
経
済
、
財
政
、
予
算
の
各
委
員
会
は
「
利
益
の
色
彩
が
強
い
」
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

各
派
閥
・
各
立
法
委
員
個
人
が
先
を
争
っ
て
召
集
委
員
職
を
獲
得
す
る
た
め
の
合
従
連
衡
を
行
っ
た
と
い
う
。
各
種
投
票
に
お
い
て

は
、
派
閥
以
外
に
も
、
出
身
地
、
過
去
の
い
き
さ
つ
や
貸
し
借
り
等
、
複
雑
な
人
間
関
係
の
た
め
、
現
実
に
は
派
閥
を
越
え
た
投
票

　
　
　
　
　
（
4
8
）

行
動
が
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
制
限
連
記
式
を
利
用
し
た
「
配
票
」
（
組
織
的
な
票
の
割
り
当
て
）
や
「
換
票
」
（
候
補
者
同
士
の
票
の

交
換
）
と
呼
ば
れ
る
投
票
行
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
各
派
閥
は
内
部
で
各
委
員
会
召
集
委
員
の
人
選
を
決
定
し
、
他

派
閥
と
調
整
を
経
た
上
で
立
法
委
員
党
部
に
働
き
か
け
て
候
補
者
決
定
を
さ
せ
、
実
際
の
投
票
時
に
は
、
次
第
に
各
派
閥
が
投
票
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
各
委
員
会
で
、
ど
の
派
閥
が
召
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
〉

を
何
名
確
保
す
る
、
と
い
う
慣
例
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。
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国
　
立
法
院
に
お
け
る
党
の
公
職
選
挙

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
改
造
」
の
際
、
立
法
委
員
党
部
に
は
複
数
の
常
務
委
員
が
お
か
れ
、
単
独
の
主
任
委
員
は
お
か
れ
な
か
っ

た
。
立
法
院
内
で
単
独
の
指
導
的
存
在
が
誰
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
国
民
党
籍
の
正
副
立
法
院
長
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
党
中
央
で
適

当
な
候
補
者
が
提
起
さ
れ
、
党
部
大
会
で
選
出
さ
れ
た
後
、
院
会
で
採
決
さ
れ
、
正
式
に
選
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
正
副
院
長
は
、

表
三
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
党
部
委
員
で
さ
え
な
く
、
党
部
内
で
は
無
役
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
院
内
の
派
閥
構
造
が

影
響
を
及
ぼ
す
党
職
選
挙
は
、
立
法
委
員
党
部
委
員
選
挙
で
あ
る
。
表
3
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
立
法
委
員
党
部
の
第
一
期
委

員
は
、
一
四
名
で
あ
る
が
、
座
談
会
が
六
名
、
C
・
C
派
が
七
名
、
無
派
閥
が
一
名
で
あ
り
、
主
流
派
と
非
主
流
派
は
拮
抗
し
て
い
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　　　表3　立法委員党部第1期委員会委員名簿（1951年9月19日選出）

氏名 籍貫　　得票数院内派閥 主要経歴と政治的背景

牛践初（1）江蘇准安

徐中齊（21四川叙永

李曜林（3）河北興隆

秦　傑（4）南京市

劉効義（5）山東安邸

石九齢（6）遼寧錦州

播術興（7〉広東河源

江一平（8）漸江杭県

王大任（9）遼寧遼陽

吉佑民（10）河北深沢

丘漢平（11〉福建海澄

段悼（12〉甘粛武威

武誓彰q3）山西武郷

陳逸雲（m広東東莞

2
1
　
3
3
3
9
　
2
　
0
　
0
　
7
　
0
　
1
0
　
2

9
7
　
4
4
4
2
　
2
　
2
　
2
　
1
　
1
　
0
0
　
9

1
1
　

1
1
1
1
　

1
　

1
　

1
　

1
　

1
　

1
1

座談会

座談会

座談会

座談会

座談会

座談会

C・C派

C・C派

C・C派

C・C派

C・C派

C・C派
C・C派

無派閥

三青団江蘇支団部幹事。江蘇省参議員。

三青団中央監察。四川省党部執行委員。黄捕系

（第5期）。

国民革命軍第5軍秘書長。天津師範学校校長。

三青団上海支団監察。南京市参議員。

三青団山東支団幹事兼書記。黄捕系（第6期）。

東北党務　事処常務委員。軍事委員会委員長侍

従室調査専員。

恵州民国民報社長。広東省政府顧間。後に新中

央。

上海公共租界工部局民選華董。国民参政会参議

員。

遼寧省参事。省党部委員。中訓団東北分団講師。

後に新中央。

河北省党部委員。中央党部専員。社会部顧問。

後に新中央。

福建大学校長。福建省党部執行委員。後に新中
央。

甘粛省党部執行委員。中央組織部視察。

山西省党部執行委員。国民参政会参政員。後に

新中央秘書長。

女性。南京市党部委員。婦女部長。中央候補執

行委員。

出所：中国国民党中央設計考核委員会編『専題研究報告彙編一党務類（三）一』、中国国民党中央設

　計考核委員会、台北、1971年〔流出史料〕、129頁。劉鳳翰ほか訪問・梁粛戎口述『梁粛戎先生

　訪談録』、台北、国史舘、1995年、80頁、徐瑞希「遷台後立法院国民党派系之研究（第五至第八

　十三会期）」、台北、国立政治大学政治研究所修士論文、1989年、81－82、87－88頁。嚢作聖イン

　タビュー、2000年12月28日。（1）7頁；（2）217頁；（3）125頁；（4）190頁；（5）407頁；（6）50

　頁；（7）387頁；（8）56頁；（9）12頁；（10）53頁；（11）44頁；（12）164頁；（13）131頁；（14）297

　頁。

文献：中華民国人事録編纂委員会『中華民国人事録』、中国科学公司台北、1953年。
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（
5
0
）

る
。
第
一
期
立
法
委
員
党
部
委
員
の
選
挙
方
法
は
記
名
制
限
連
記
式
で
あ
っ
た
。
記
名
制
限
連
記
式
は
、
最
も
結
果
を
操
作
し
や
す

い
投
票
方
式
で
あ
る
。
過
半
数
の
投
票
者
の
投
票
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
連
記
者
数
分
の
当
選
者
を
確
実
に
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
記
名
で
あ
れ
ば
、
「
裏
切
り
行
為
」
に
対
す
る
監
視
が
働
く
。
こ
の
た
め
国
民
党
籍
立
法
委
員
の

反
発
は
強
く
、
彼
等
は
一
致
し
て
記
名
投
票
に
反
対
し
、
第
一
期
委
員
選
出
の
た
め
に
使
用
し
た
投
票
用
紙
の
即
時
破
棄
と
、
次
回

以
降
の
投
票
方
法
を
無
記
名
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
、
立
法
委
員
党
部
の
要
求
通
り
、
投
票
用
紙
は
破
棄
さ
れ
、
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

期
以
降
は
、
投
票
方
式
は
無
記
名
単
記
式
に
改
め
ら
れ
た
。
第
二
期
以
降
は
、
投
票
結
果
の
操
作
が
困
難
と
な
り
、
投
票
過
程
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
腸
）

C
・
C
派
の
目
か
ら
み
て
も
、
公
正
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
党
職
の
選
挙
も
、
時
を
経
て
次
第
に
派
閥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脇
）

よ
る
調
整
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
立
法
委
員
党
部
は
形
骸
化
し
、
指
導
機
構
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。
規
定
上
は
三
名
の
常
務
委
員
が
日
常
業

務
を
取
り
仕
切
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
委
員
が
輪
番
制
で
行
っ
て
い
た
。
ま
た
開
催
さ
れ
る
会
議
の
回
数
も
少
な
か

っ
た
。
党
員
大
会
に
至
っ
て
は
、
立
法
委
員
党
部
の
「
権
力
機
関
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
具
体
的
な
職
権
が
規

定
上
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
形
骸
化
し
、
ほ
と
ん
ど
が
党
部
委
員
等
の
選
挙
の
た
め
の
み
に
開
催
さ
れ
た
。
法
案
の
ほ
と
ん

ど
は
立
法
院
の
各
委
員
会
お
よ
び
院
会
（
本
会
議
に
相
当
）
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
、
元
来
想
定
さ
れ
て
い
た
重
要
法
案
の
議
論
が
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

会
の
前
に
党
員
大
会
で
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
若
干
の
例
外
を
除
き
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
立
法
委
員
党
部
の
制
度
や
組
織
を

通
じ
て
立
法
委
員
を
統
制
す
る
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
党
中
央
が
立
法
委
員
党
部
の
頭
越
し
に
個
別
の
委
員
に
指
導
を
与
え
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

例
が
多
か
っ
た
こ
と
も
、
立
法
委
員
党
部
の
組
織
的
指
導
機
能
の
喪
失
に
拍
車
を
か
け
た
。

　
さ
ら
に
、
基
層
に
お
い
て
は
、
立
法
院
内
の
常
設
委
員
会
召
集
委
員
と
、
上
述
の
党
部
各
小
組
組
長
や
党
部
委
員
の
構
成
員
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
日
常
の
議
事
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
委
員
会
毎
に
週
に
二
回
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

党
部
の
小
組
は
議
事
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
こ
の
た
め
自
然
と
党
細
胞
で
あ
る
小
組
の
活
動
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
規
定
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（
5
7
）

上
、
小
組
会
議
は
二
週
間
に
一
回
、
つ
ま
り
単
純
計
算
を
す
る
と
一
年
に
約
二
六
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
例
え

ば
、
現
実
に
一
九
五
二
年
度
に
、
四
七
あ
る
立
法
院
党
部
の
小
組
が
小
組
会
議
を
開
催
し
た
回
数
は
、
三
九
九
回
で
あ
っ
た
。
つ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

り
、
一
年
の
平
均
開
催
回
数
は
、
一
小
組
に
つ
き
約
八
・
五
回
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
立
法
委
員
党
部
の
小
組
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

は
、
期
待
さ
れ
た
頻
度
の
三
分
の
一
程
度
し
か
開
か
れ
ず
、
全
く
「
形
式
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
。
小
組
は
院
会
の
席
次
番
号
を
元
に

し
た
グ
ル
ー
プ
で
選
出
さ
れ
る
。
ま
さ
に
形
式
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
小
組
に
は
何
の
意
味
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
党
内
部
の
研
究
で
は
、
投
票
方
法
を
無
記
名
単
記
式
に
換
え
た
こ
と
で
二
〇
票
程
度
の
得
票
で
当
選
し
て
し
ま
う
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
立
法
委
員
党
部
委
員
の
代
表
性
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
立
法
委
員
党
部
委
員
に
何
の
権
限
も
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

た
こ
と
が
、
党
部
の
権
威
低
下
の
主
な
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
結
論
を
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
立
法
委
員
党
部
の
幹
部
が
、
組
織
の

権
威
を
通
じ
て
立
法
委
員
を
指
揮
で
き
な
い
の
は
、
第
一
期
立
法
委
員
全
員
が
「
同
期
生
」
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
立
法
院
に
は
、
党
部
委
員
や
委
員
会
召
集
委
員
や
正
副
院
長
選
出
の
際
、
「
何
回
当
選
」
と
い
う
先
任
順
位
（
ω
。
巳
自
蔓
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
）

基
づ
く
基
準
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
立
法
委
員
全
員
が
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
「
同
期
生
」
で
あ
る
た
め
、
公
職
・
党
職
は
必
然
的
に

輪
番
制
に
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
立
法
院
長
で
さ
え
立
法
委
員
に
と
っ
て
は
権
威
が
な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
非
改

選
」
の
「
万
年
国
会
」
が
院
内
の
秩
序
形
成
や
党
政
関
係
の
ル
ー
ル
形
成
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
働
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

国
民
党
籍
立
法
委
員
達
に
と
っ
て
、
党
部
は
さ
し
た
る
意
味
を
も
た
ず
、
常
設
委
員
会
こ
そ
が
日
常
的
な
政
治
的
舞
台
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
自
ら
を
送
り
込
む
力
、
つ
ま
り
票
を
持
つ
派
閥
こ
そ
が
立
法
委
員
個
人
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
集
団
な
の
で
あ
る
。

　
四
　
中
央
政
策
委
員
会
の
設
置

　
以
上
の
よ
う
に
「
体
制
内
野
党
」
に
近
い
大
量
の
C
・
C
派
立
法
委
員
を
抱
え
て
い
た
立
法
院
は
、
「
改
造
」
に
よ
っ
て
も
党
が

有
効
に
こ
れ
を
統
制
す
る
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
立
法
院
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
「
小
反
乱
」
が
発
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生
し
、
党
中
央
と
の
関
係
は
困
難
を
極
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

　
第
一
の
事
例
は
、
「
出
版
法
」
修
正
案
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
五
二
年
に
党
側
が
「
出
版
法
」
に
出
版
物
の
記
載
事
項
を
制

限
す
る
修
正
の
成
立
を
推
進
し
て
い
た
際
、
陳
博
生
立
法
委
員
（
C
・
C
派
、
報
道
界
代
表
）
が
、
報
道
の
自
由
を
主
張
し
て
、
最

後
ま
で
こ
の
修
正
に
反
対
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
陳
博
生
は
党
か
ら
除
名
処
分
と
い
う
最
大
の
「
懲
罰
」
を
受
け
た
。
当

時
の
除
名
処
分
と
は
、
政
治
的
前
途
を
失
う
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
に
続
い
て
「
異
議
分
子
」
や
「
匪
諜
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

ね
な
い
深
刻
な
処
罰
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）

　
第
二
の
事
例
は
、
「
電
力
費
値
上
げ
案
」
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
五
二
年
に
行
政
院
が
提
出
し
た
電
力
費
値
上
げ
の
議
案
に
、

斉
世
英
立
法
委
員
（
C
・
C
派
）
が
強
硬
に
反
対
し
た
事
件
で
あ
る
。
斉
世
英
は
陳
博
生
同
様
、
蒋
介
石
の
逆
鱗
に
触
れ
て
党
か
ら

除
名
処
分
を
受
け
た
。
斉
世
英
は
陳
立
夫
が
台
湾
を
離
れ
、
陳
果
夫
が
死
去
し
た
後
に
院
内
の
C
・
C
派
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ

た
有
力
立
法
委
員
で
あ
っ
た
。
し
か
も
斉
世
英
は
七
〇
数
名
ほ
ど
を
数
え
る
東
北
地
方
出
身
立
法
委
員
の
中
で
元
老
的
存
在
で
あ
り
、

満
洲
事
変
以
降
長
年
の
「
流
亡
生
活
」
を
通
じ
て
強
い
団
結
力
を
誇
る
東
北
出
身
立
法
委
員
の
間
で
高
い
声
望
を
誇
っ
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
斉
世
英
除
名
問
題
を
め
ぐ
り
、
党
中
央
と
C
・
C
派
委
員
と
の
関
係
は
極
度
の
緊
張
状
態
に
陥
っ
た
。

　
第
三
の
事
例
は
、
「

雷
震
事
件
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
に
、
C
・
C
派
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
雷
震
『
自
由
中
国
』

編
集
長
が
、
「
動
員
鐵
乱
時
期
臨
時
条
款
」
修
正
に
よ
り
、
蒋
介
石
が
本
来
は
憲
法
に
違
反
す
る
総
統
三
選
を
目
指
し
た
こ
と
に
対

す
る
反
対
を
強
め
、
地
方
公
職
選
挙
で
力
を
付
け
つ
つ
あ
っ
た
本
省
人
政
治
エ
リ
ー
ト
等
と
共
に
、
「
中
国
民
主
党
」
を
結
党
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

う
と
し
た
矢
先
、
「
匪
諜
」
を
庇
護
し
た
と
い
う
名
目
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
か
つ
て
は
反
共
の
最
強
硬
派
と
し
て
中
共
や

民
主
党
派
と
鋭
く
対
立
し
、
中
統
局
（
党
に
設
け
ら
れ
た
特
務
組
織
）
を
中
心
に
「
赤
狩
り
」
を
強
力
に
推
進
し
て
い
た
C
・
C
派
が
、

台
湾
で
は
「
自
由
、
民
主
、
人
権
、
法
治
」
の
主
張
を
明
確
に
打
ち
出
す
一
種
の
「
体
制
内
野
党
」
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
C
・

C
派
は
、
か
つ
て
党
中
央
と
の
駆
け
引
き
の
中
で
、
党
員
総
登
録
を
集
団
で
拒
否
す
る
構
え
や
、
新
政
党
結
成
を
示
唆
す
る
構
え
を
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（
6
6
）

見
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
「
電
力
費
値
上
げ
案
」
で
除
名
処
分
を
受
け
た
斉
世
英
は
、
そ
の
後
「
民
主
路
線
」
を
採
り
、
雷
震
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

高
玉
樹
、
李
万
居
、
夏
涛
声
、
許
世
賢
、
郭
雨
新
等
と
唱
和
し
て
新
党
結
成
を
図
っ
た
。
雷
震
が
逮
捕
さ
れ
た
後
、
斉
世
英
、
端
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

憧
、
梁
粛
戎
等
C
・
C
派
幹
部
は
雷
震
を
弁
護
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
た
め
、
党
中
央
と
何
度
も
駆
け
引
き
を
行
う
に
到
っ
た
。
結
局

斉
世
英
が
連
座
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
後
も
本
省
人
の
党
外
勢
力
と
連
繋
し
、
反
国
民
党
勢
力
の
中
で
隠
然
た
る

　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

影
響
力
を
保
持
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
C
・
C
派
の
立
法
委
員
は
、
院
内
外
で
党
中
央
と
繰
り
返
し
摩
擦
を
生
ん
だ
。
党
中
央
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

C
・
C
派
の
切
り
崩
し
を
し
つ
つ
、
極
端
な
反
対
派
を
孤
立
化
さ
せ
る
手
段
に
出
る
一
方
で
、
制
度
面
で
の
対
応
も
同
時
に
強
化
し

た
。
ま
ず
、
「
改
造
」
時
期
に
中
央
党
政
聯
系
座
談
会
、
立
法
委
員
党
部
座
談
会
、
全
体
党
員
立
法
委
員
談
話
会
な
ど
を
開
催
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
）

党
中
央
と
立
法
委
員
党
部
と
の
調
整
を
図
っ
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
会
合
は
あ
ま
り
機
能
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
に
は
国
民
党
第
七
次
全
国
代
表
大
会
（
以
下
、
七
全
大
会
）
が
開
催
さ
れ
、
党
章
の
六
条
が
、
「
本

党
改
造
綱
要
（
修
正
案
）
」
二
九
条
を
参
考
に
、
以
下
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。

　
第
六
条
　
本
党
の
党
政
関
係
は
、
政
党
政
治
を
実
行
し
、
主
義
に
基
づ
い
て
政
策
を
制
定
し
、
政
策
を
も
っ
て
人
事
を
決
定
し
、
組
織
を
も

　
　
　
　
　
っ
て
党
員
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
務
に
従
事
す
る
党
員
が
責
任
を
持
っ
て
貫
徹
、
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
党
章
の
改
訂
は
、
党
中
央
が
党
政
関
係
の
強
化
・
発
展
に
対
し
て
強
い
意
思
表
明
を
行
っ
た
に
等
し
か
っ
た
。
七
全
大
会
直
後
の

一
九
五
二
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
で
は
、
党
政
関
係
を
担
当
す
る
中
央
党
部
第
五
組
を
廃
止
し
、
そ
の

代
わ
り
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
の
下
に
中
央
党
政
関
係
会
議
（
正
式
に
は
「
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
党
政
関
係
会
議
」
）
を
設
け
、

そ
こ
で
党
政
関
係
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
党
政
関
係
会
議
は
党
秘
書
長
が
議
長
（
「
主
席
」
）
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

ま
で
党
政
関
係
を
担
当
し
た
第
五
組
よ
り
も
格
上
げ
が
図
ら
れ
た
。
立
法
院
の
構
成
員
は
、
正
副
院
長
、
秘
書
長
の
み
な
ら
ず
、
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
）

法
委
員
委
員
や
案
件
の
性
質
に
応
じ
て
、
関
連
委
員
会
の
召
集
委
員
等
が
選
ば
れ
た
。
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事　　　案 会期会次

53年度中央政府

総予算案

10期秘7次

電力費値上げ案 10期27次

実施耕者有其田

条例案

10期31次

修正立法院議事

規則之表決方式

10期30次

廃止中蘇友好同

盟条約案

11期3次

修正立法院組織

法、立法院各委

員会組織法

11期4次

打錆高廷梓等提

案

11期10次

立法委員職再延

長一年案

ll期ll次

宣誓条例案 ll期11次

警察法案 11期25次

万国郵政公約及

協定案

11期27次

中央政府特別予

算案

11期秘14次

提高食塩税価案 11期秘14次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法学研究75巻1号（2002：1）

表4－1党政関係会議を通じて立法過程を完成した重要法案（1954年7月10日まで）

　　　　　　　　　　　　　通過日　出席表決賛成　　　　経　過・備　考

　　　　　　　　　　　　52。12。10　331　　　　　審査報告に基づき、異議なく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通過。

　　　　　　　　　　　　52。12。31397272243審査報告に基づき、電力価格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の計算公式を修正通過し、53

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年1月より実施。中央が最後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に32．2％増加をぎりぎりで決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定。

53。1。20

53．1．19

443　253　222　実施耕者有其田草案、修正し

　　　　　　　通過。

453278　156修正条文が案通り通過。

53．2．24447　193　193通過

53．2．27　　448

53．4．10　　396

53．4．24　　370

53．5．29　　457

53．6．2　　411

53．6．12　　415

53．6．25　　452

53．6．25　　452

魏惜言委員等80名が附議し、

修正条文が異議なく通過。

本案は報告事項であり、法制

委員会の報告は審査を経た結

果院会に報告して審議せず。

異議なく賛同。

第8条を「陸海空軍部隊人員

の宣誓は別にこれを定める」

等二読条文に基づき修正し、

通過。

第10次会議で中央の指示に基

づき再度審査に付し、第25次

会議にて立法手続きを官僚す

ることを決議。

通過。

審査意見に基づき通過。

口頭表決にて通過。

516



台湾における中国国民党と中央民意代表機構の関係に関する一考察

表4－2　党政関係会議を通じて立法過程を完成した重要法案（1954年7月10日まで）

事　　　案 会期会次 通過日 出席表決賛成 経　過・備　考

処理文群等提請

立委出欠准予逓

補案

12期2次 53．9．11 443 口頭表決にて審議せず。

公務人員任用俸

給法

12期3次 53．9．15 374 第4条第2項を若干修正。

公務人員考績法 12期8次 53．10．30 410 修正通過。

国大代表出欠逓

補補充条例

12期4次 53．9．25 410　158　149 全案条文修正通過。

54年度中央政府

総予算案

12期秘15次 53．12．17 354 二読終了後、異議なしのため

三読省略して終了。三読通過。

劉全忠等提議修

正中央銀行法案

12期 53年10月14日、中常会第63次

会議にて審議の暫時緩和を決

定し、関連同志に通知済み。

処理嚴廷麗等提

議関於実施耕者

有其田案之意見

12期秘18次 53．12．29 487 審査意見に基づき通過。

奄美群島帰属問

題案

12期13次 53．11．27 409　164　110 通過。

総統副総統選挙

罷免法第4条3

款2項修正条文
草案

13期8次 54．3．12 461　200　189 第4条条文修正通過。

総統副総統宣誓

条例草案

13期18次 54．5．7 404　161　87 賛成は大法官主席を宣誓監察

者として、挙手者87名、在場

者161名、多数賛成で全案通過

し、三読は異議なく通過。

財務罰鍵処理条

例

13期秘4次 54。4．9 389 標題を「財務罰鍍処理暫行条

例」に修正し、逐条討論を経

て条文を修正し、三読通過。

引渡法草案 13期13次 54．4．11 397 草案を修正し、通過。

外国人投資条例

草案

13期30次 54．7．6 411 逐条討論し、通過。彰爾康等

8点意見を提起し三読通過。

出所＝崔書琴「論立法與党政関係」、中国国民党中央設計考核委員会編『専題研究報告彙編一党務類

　（三）一』、台北、中国国民党中央設計考核委員会、1971年〔流出史料〕、110－ll3頁。なお、「秘」

　とは秘密会議の意味である。
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表
4
は
、
党
政
関
係
会
議
成
立
後
組
織
を
通
じ
て
立
法
過
程
を
完
成
し
た
重
要
法
案
の
審
議
・
通
過
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

る
。
こ
の
表
を
見
る
限
り
、
「
党
中
央
の
指
導
は
成
功
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
」
で
あ
る
。
党
中
央
が
通
過
を
指
示
し
た
案
件
は
通

過
し
、
否
決
を
決
定
し
た
案
件
は
「
審
議
せ
ず
」
と
議
決
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
か
ら
ぬ
案
件
は
、
党
内
で
多
く

の
根
回
し
や
説
得
工
作
を
行
っ
た
後
に
や
っ
と
通
過
し
て
い
る
。
ま
た
通
過
し
た
案
件
で
さ
え
、
原
案
と
最
終
案
と
の
間
に
は
か
な

り
の
差
が
で
き
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
調
整
の
結
果
、
法
案
が
修
正
さ
れ
る
の
は
、
民
主
国
家
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
で

あ
る
が
、
権
威
主
義
的
な
党
中
央
に
は
、
立
法
院
の
自
律
的
行
動
を
当
然
視
し
な
い
風
潮
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
党
政
関
係
会
議
に
中
央
常
務
委
員
、
秘
書
長
、
お
よ
び
立
法
委
員
党
部
委
員
が
全
員
参
加
し
た
と
し
て
も
、
彼
等
の
代
表

性
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
等
に
は
党
中
央
や
立
法
院
内
で
の
決
定
権
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
結
局
党
政
関
係
会
議
参

加
者
の
中
で
、
同
席
し
た
関
連
部
門
の
責
任
者
等
と
話
し
合
っ
て
、
同
会
議
の
場
で
行
政
院
を
代
表
し
た
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き

た
の
は
行
政
院
長
だ
け
で
あ
り
、
立
法
院
を
代
表
し
て
決
定
を
下
す
こ
と
の
で
き
る
責
任
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
結
局
党
政
関
係
会
議
は
、
「
意
見
交
換
以
外
に
は
、
決
定
的
な
役
割
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
自
ず
と
で

　
　
　
（
7
3
）

き
な
か
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
五
年
に
、
国
民
党
は
、
調
整
機
能
の
強
化
を
ね
ら
っ
て
中
央
党
政
会
議
を
中
央
政
策
委
員
会
（
正
式
に
は
「
中
央
委
員
会

常
務
委
員
会
政
策
委
員
会
」
）
と
し
て
発
展
的
に
改
組
・
改
称
し
た
。
従
来
の
党
政
関
係
会
議
は
、
中
央
党
部
秘
書
長
が
前
面
に
出
て

中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
調
整
に
当
た
っ
た
が
、
中
央
民
意
代
表
の
経
験
が
な
い
秘
書
長
（
当
時
は
唐
縦
）
が
党
政
関
係
の
調
整
を

担
当
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
央
政
策
委
員
会
で
は
、
国
民
大
会
代
表
、
立
法
委
員
、
監
察
委
員
、
お
よ
び
各
党

各
派
を
担
当
す
る
党
幹
部
の
計
四
名
の
副
秘
書
長
を
設
置
し
、
彼
等
に
中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
調
整
業
務
を
担
当
さ
せ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
立
法
院
と
の
調
整
を
有
力
な
立
法
委
員
に
党
職
を
与
え
た
上
で
行
わ
せ
た
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ば
「
餅
は
餅
屋
に
任
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

る
」
や
り
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
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ま
た
、
蒋
介
石
は
、
中
央
政
策
委
員
会
の
初
回
会
合
に
お
い
て
、
異
例
に
も
自
ら
参
加
し
、
議
長
（
「
主
席
」
）
を
務
め
た
。
蒋
介

石
は
中
央
に
座
り
、
右
側
に
唐
縦
中
央
党
部
秘
書
長
を
、
左
側
に
谷
鳳
翔
中
央
政
策
委
員
会
秘
書
長
を
座
ら
せ
る
こ
と
で
、
中
央
政

策
委
員
会
の
「
格
上
げ
」
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
中
央
政
策
委
員
会
秘
書
長
が
、
中
央
党
部
秘
書
長
に
次
ぐ
地
位
に

あ
る
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
て
い
た
。
事
実
、
後
に
谷
鳳
翔
は
唐
縦
の
後
任
と
し
て
中
央
党
部
秘
書
長
に
昇
進
し
た
。
ま
た
、
副
秘
書

長
を
務
め
た
国
民
大
会
代
表
も
、
そ
の
後
国
民
大
会
秘
書
長
に
転
出
す
る
な
ど
の
昇
進
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
蒋
介
石

は
、
「
小
反
乱
」
へ
の
処
罰
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
民
意
代
表
が
党
中
央
の
た
め
に
働
く
と
、
昇
進
の
機
会
が
増
大
す
る
よ
う
な
仕

組
み
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
制
度
と
人
事
の
改
革
を
通
じ
て
、
権
威
を
高
め
ら
れ
た
中
央
政
策
委
員
会
の
下
、
中
央
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

党
政
関
係
は
、
少
し
ず
つ
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

五
　
結
　
語

　
本
稿
の
考
察
を
通
じ
て
、
以
下
の
五
つ
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
第
一
点
は
、
中
央
民
意
代
表
が
事
実
上
の
「
非
改
選
」
状
態
と
な
り
、
特
に
重
要
な
立
法
委
員
が
「
万
年
議
員
」
と
な
っ
た
こ
と

が
、
党
中
央
に
よ
る
立
法
院
へ
の
統
制
を
困
難
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
蒋
介
石
は
、
「
法
統
」
確
保
の
た
め
、
憲
法
と
中
央
民
意
代

表
機
構
に
手
を
つ
け
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
立
法
院
で
は
一
九
四
七
年
当
時
の
民
意
と
派
閥
が
そ
の
ま
ま
凍
結
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
改
造
し
と
「
白
色
テ
ロ
」
に
よ
り
派
閥
が
一
層
さ
れ
た
国
民
党
体
制
の
中
で
、
立
法
院
は
派
閥
主
義
に
よ
り
日
常
的
に
運
営
さ
れ

る
ほ
ぼ
唯
一
の
中
央
級
国
家
機
関
と
な
っ
た
。
派
閥
主
義
で
運
営
さ
れ
た
立
法
院
で
は
、
様
々
な
公
職
選
挙
や
投
票
行
動
に
お
い
て
、

国
会
ら
し
い
慣
例
や
ル
ー
ル
を
形
成
し
、
党
政
関
係
を
調
整
す
る
制
度
化
を
促
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
、
党
と
三
つ
の
中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
実
際
の
関
係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
憲
法
上
の
職
権
の
違
い
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
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れ
た
こ
と
で
あ
る
。
党
内
の
党
政
関
係
に
お
け
る
諸
規
定
で
は
、
党
と
三
機
構
と
の
関
係
は
、
ほ
ぼ
同
じ
文
言
が
用
い
ら
れ
た
。
し

か
し
、
実
際
に
は
、
低
調
だ
っ
た
国
民
大
会
に
比
べ
、
政
府
の
監
察
を
行
う
監
察
院
は
倒
閣
運
動
を
行
う
ほ
ど
の
自
律
性
を
有
し
て

い
た
し
、
行
政
院
長
へ
の
同
意
権
や
、
立
法
・
予
算
の
審
査
権
を
有
す
る
立
法
院
は
、
時
に
は
蒋
介
石
の
意
思
を
無
視
す
る
だ
け
の

自
律
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
点
は
、
国
民
党
の
属
性
で
あ
る
「
革
命
民
主
政
党
」
、
す
な
わ
ち
議
会
外
政
党
と
し
て
の
特
徴
が
、
党
と
中
央
民
意
代
表
機

構
と
の
関
係
、
特
に
党
と
立
法
院
と
の
関
係
を
緊
張
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
民
党
は
国
会
中
心
主
義
を
採
ら
な
か
っ
た
た
め
、
立

法
院
党
部
は
、
民
意
を
必
ず
し
も
代
表
し
な
い
党
中
央
、
特
に
総
裁
の
指
導
に
従
う
義
務
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
点
は
、
党
政
関
係
会
議
、
中
央
政
策
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、
党
の
立
法
院
へ
の
統
制
が
徐
々
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。

特
に
中
央
政
策
委
員
会
に
お
い
て
、
党
と
中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
調
整
の
場
を
作
り
、
さ
ら
に
党
中
央
へ
の
協
力
者
を
昇
進
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
こ
と
は
、
党
の
国
会
対
策
を
円
熟
さ
せ
、
中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
関
係
を
円
滑
な
も
の
に
変
え
て
い
っ
た
。

　
第
五
点
は
、
党
中
央
が
、
C
・
C
派
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
非
制
度
的
な
分
断
工
作
も
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
部
の
C
・

C
派
委
員
は
買
収
を
受
け
て
座
談
会
派
に
寝
返
っ
た
し
、
脅
迫
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
国
民
党
籍
委
員
へ
の
最
大
の
懲
罰
は
除
名

で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
暗
殺
や
「
白
色
テ
ロ
」
の
よ
う
な
極
端
な
粛
清
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
「
改
造
」
と
「
白
色
テ
ロ
」
を
通
じ
て

党
内
・
軍
内
で
派
閥
が
解
消
さ
れ
る
中
で
も
、
派
閥
政
治
は
維
持
さ
れ
た
。
党
が
暴
力
を
用
い
ず
、
あ
く
ま
で
多
数
派
工
作
に
よ
っ

て
立
法
院
を
統
制
し
た
こ
と
は
、
国
民
党
・
国
府
体
制
の
形
式
を
重
視
す
る
法
治
主
義
的
側
面
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
大
陸
時
期
に
お
い
て
、
立
法
委
員
は
各
地
に
お
け
る
地
盤
を
有
し
て
お
り
、
軍
事
力
を
背
景
に
す
る
立
法
委
員
さ
え
い
た
が
、
台

湾
に
撤
退
し
て
か
ら
、
立
法
委
員
が
自
ら
を
守
る
た
め
に
は
議
会
に
お
け
る
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
議
会
に
お

け
る
ゲ
；
ム
の
ル
ー
ル
は
多
数
決
で
あ
り
、
比
較
多
数
を
形
成
す
る
の
に
必
要
な
の
は
派
閥
で
あ
り
、
派
閥
主
義
政
治
が
議
会
に
お

け
る
主
軸
と
な
る
の
は
自
然
な
発
展
方
向
で
あ
っ
た
。
党
と
中
央
民
意
代
表
機
構
と
の
関
係
は
、
制
度
上
は
議
会
外
政
党
に
よ
る
民
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主
集
中
制
が
原
則
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
民
意
を
反
映
す
る
選
挙
を
一
度
で
も
や
っ
て
し
ま
う
と
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど

不
完
全
な
選
挙
で
あ
ろ
う
と
も
、
党
は
議
会
に
対
し
て
、
完
全
な
統
制
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
皮
肉
な
こ
と
に
、
改
選
を
停
止
し
た
こ
と
こ
そ
が
、
独
裁
政
権
下
に
お
け
る
中
央
民
意
代
表
達
の
地
位
を
守
る
こ
と
に
な
っ

た
。
た
だ
、
一
方
で
改
選
に
よ
り
民
意
の
洗
礼
を
受
け
て
自
ら
の
立
場
強
化
を
図
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
中
央
民
意
代
表
の
最
大
の
弱

点
で
も
あ
っ
た
。
「
万
年
国
会
化
」
に
と
も
な
い
、
彼
ら
の
選
択
肢
は
ま
す
ま
す
せ
ば
ま
り
、
党
中
央
と
の
妥
協
に
よ
る
現
世
利
益

獲
得
を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
さ
ら
に
皮
肉
な
こ
と
に
、
国
民
党
・
国
府
体
制
の
中
で
唯
一
の
「
民
主
的
国
家

機
関
」
で
あ
っ
た
中
央
民
意
代
表
機
構
で
さ
え
も
、
台
湾
本
省
人
に
と
っ
て
は
、
蒋
介
石
・
経
国
父
子
を
頂
点
と
す
る
、
外
来
者
支

配
と
国
民
党
一
党
独
裁
体
制
の
象
徴
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
国
会
と
し
て
の
体
裁
が
維
持
さ
れ
た
中
央
民
意
代
表

機
構
は
、
後
年
の
民
主
化
に
お
け
る
最
大
の
舞
台
と
な
っ
た
。
法
統
体
制
を
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
て
い
た
「
万
年
国
会
」
の
生
命
が
、

文
字
通
り
つ
い
え
よ
う
と
し
た
一
九
九
一
－
九
二
年
に
、
中
央
民
意
代
表
機
構
は
台
湾
地
域
の
み
で
全
面
改
選
さ
れ
た
。
早
い
時
期

か
ら
国
会
を
手
な
ず
け
る
術
を
磨
い
て
い
た
国
民
党
は
、
国
会
の
全
面
改
選
と
新
国
会
の
出
現
と
い
う
事
態
に
迅
速
に
適
応
し
、
国

民
党
政
権
は
約
一
〇
年
延
命
し
た
。
そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
国
会
は
、
国
民
党
を
民
主
政
党
へ
と
脱
皮
さ
せ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
本
稿
で
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
台
湾
と
は
台
湾
移
転
以
降
の
中
華
民
国
政
府
が
実
効
支
配
を
続
け
て
い
る
全
領
域
の
こ
と
を
意
味

　
し
て
い
る
。
中
華
民
国
政
府
と
は
、
中
華
民
国
国
民
政
府
（
一
九
二
八
年
に
正
式
に
成
立
し
た
南
京
政
府
）
以
降
の
中
華
民
国
政
府
を
指

　
し
て
お
り
、
そ
の
実
効
支
配
領
域
の
変
化
や
国
際
的
承
認
の
多
寡
を
問
わ
ず
、
便
宜
上
国
府
と
表
記
す
る
。

（
2
）
　
若
林
正
丈
『
台
湾
－
分
裂
国
家
と
民
主
化
1
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
八
一
頁
。

（
3
）
　
「
改
造
」
と
は
、
一
九
五
〇
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
大
規
模
な
国
民
党
の
党
務
改
革
で
あ
る
。
そ
の
内
実
は
蒋
介
石
に

　
よ
る
「
領
袖
独
裁
」
を
極
限
ま
で
推
し
進
め
、
地
方
派
閥
と
同
時
に
中
央
派
閥
の
C
・
C
派
を
排
除
し
て
陳
誠
と
蒋
経
国
の
両
系
統
に
よ
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っ
て
党
を
建
て
直
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
拙
稿
「
中
国
国
民
党
の
『
改
造
』
1
領
袖
・
党
・
政
府
1
」
『
法
学
政
治
学
論
究
（
慶
鷹

　
義
塾
大
学
）
』
、
第
二
一
号
、
一
九
九
四
年
六
月
、
一
〇
六
～
一
〇
九
頁
。

（
4
）
　
本
稿
で
使
用
す
る
「
党
政
関
係
」
は
、
支
配
政
党
と
主
要
国
家
機
関
と
の
権
力
関
係
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
通
常
は
行
政
院
・
各
級

政
府
と
各
級
民
意
代
表
機
構
（
国
民
大
会
、
立
法
院
、
監
察
院
、
お
よ
び
地
方
議
会
）
が
主
対
象
で
あ
る
が
、
広
義
で
は
司
法
院
、
考
察

　
院
も
含
ま
れ
る
。

（
5
）
　
「
憲
政
論
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
党
政
関
係
の
先
行
研
究
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
林
桂
圃
「
中
国
党
政
関
係
剖

析
」
、
中
山
学
術
文
化
基
金
董
事
会
編
『
中
山
学
術
文
化
集
刊
』
第
五
集
（
中
山
学
術
文
化
基
金
董
事
会
、
台
北
、
一
九
七
〇
年
）
。
曾
済

群
「
中
国
国
民
党
党
政
協
調
制
度
的
演
変
－
一
九
四
八
～
一
九
七
六
1
」
、
『
人
文
学
報
』
第
二
期
（
一
九
七
六
年
七
月
）
。
許
福
明
『
中

　
国
国
民
党
的
改
造
（
一
九
五
〇
～
一
九
五
二
）
1
兼
論
其
対
中
華
民
国
政
治
発
展
的
影
響
1
』
、
正
中
書
店
、
台
北
、
一
九
八
六
年
。
馬

起
華
「
中
国
国
民
党
在
党
政
関
係
中
的
角
色
與
功
能
」
、
『
近
代
中
国
双
月
刊
』
（
第
五
二
期
、
一
九
八
六
年
四
月
三
〇
日
）
。
李
雲
漢
「
中

国
国
民
党
遷
台
後
党
政
関
係
制
度
的
演
変
」
、
国
父
建
党
革
命
↓
百
周
年
学
術
討
論
集
編
輯
委
員
会
編
『
国
父
建
党
革
命
一
百
周
年
学
術

討
論
集
』
第
四
冊
（
近
代
中
国
出
版
社
、
台
北
、
一
九
九
五
年
）
。
沈
建
中
『
中
国
国
民
党
党
政
関
係
之
研
究
』
、
商
鼎
文
化
出
版
社
、
台

北
、
一
九
九
六
年
。

（
6
）
　
国
民
大
会
代
表
の
場
合
は
、
会
期
中
国
民
大
会
の
許
可
を
経
ず
に
逮
捕
ま
た
は
拘
禁
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
立

　
法
委
員
と
監
察
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
立
法
院
、
監
察
院
の
許
可
を
経
ず
に
逮
捕
ま
た
は
拘
禁
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

　
（
「
中
華
民
国
憲
法
」
第
三
三
条
、
第
七
四
条
、
第
一
〇
二
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
許
可
」
を
得
る
こ
と
が
容
易
な
孤
立
し
た
無
名
の
代
表

　
は
別
と
し
て
、
有
力
な
代
表
を
逮
捕
・
拘
禁
す
る
こ
と
は
、
所
属
派
閥
全
体
の
反
発
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
き
わ
め
て
困

難
で
あ
っ
た
。

（
7
）
　
趙
自
斉
口
述
・
遅
景
徳
・
呉
淑
鳳
訪
問
紀
録
整
理
『
趙
自
斉
先
生
訪
談
録
』
、
国
史
館
、
台
北
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
〇
七
頁
。

（
8
）
　
「
中
国
国
民
党
国
民
大
会
党
団
組
織
綱
要
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
七
〇
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
一
年
一
月
三
日
〔
党
史

　
会
蔵
　
9
島
＼
oo
」
O
〕
。

（
9
）
　
雷
震
「
国
民
大
会
要
走
到
那
裏
去
P
」
上
・
下
（
『
自
由
中
国
』
、
第
八
巻
第
一
〇
期
、
三
期
、
一
九
五
三
年
五
月
一
六
日
、
六
月

　
一
日
）
。
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（
1
0
）
　
横
山
宏
章
『
中
華
民
国
史
－
専
制
と
民
主
の
相
克
1
』
、
一
二
書
房
、
一
九
九
六
年
、
一
八
六
～
一
九
六
頁
。

（
11
）
　
林
桂
圃
「
中
国
党
政
関
係
剖
析
」
、
中
山
学
術
文
化
基
金
董
事
会
編
『
中
山
学
術
文
化
集
刊
』
第
五
集
（
中
山
学
術
文
化
基
金
董
事

会
、
台
北
、
一
九
七
〇
年
）
、
二
二
九
頁
。

（
1
2
）
　
＝
⊆
轟
－
ヨ
き
目
Φ
P
↓
ミ
O
ミ
ミ
↓
ミ
虜
ミ
ミ
㍉
、
o
ミ
融
ミ
§
織
o
り
◎
9
ミ
O
壽
§
聴
鐘
、
ミ
肉
匙
ミ
ミ
母
気
O
ミ
ミ
）
＝
o
o
＜
段

　
一
霧
葺
旨
δ
P
oっ
＄
融
o
巳
¢
コ
貯
①
邑
9
0
0
＄
鳥
9
負
お
o
。
P
薯
」
緕
山
蜜
（
田
弘
茂
著
・
中
川
昌
郎
訳
『
台
湾
の
政
治
－
民
主
改
革
と

経
済
発
展
1
』
、
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
四
年
、
一
九
八
頁
）
。

（
1
3
）
　
「
中
国
国
民
党
直
属
監
察
院
党
団
組
織
綱
要
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
三
六
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
〇
年
一
〇
月
一
二
日

　
〔
党
史
会
蔵
　
9
お
＼
卸
9
。

（
1
4
）
　
監
察
委
員
の
法
定
定
数
は
二
壬
二
名
、
選
出
者
数
は
一
八
0
名
、
一
九
五
〇
年
の
推
定
渡
台
者
は
九
三
名
に
す
ぎ
な
い
。
国
史
舘
徴

校
処
時
政
科
編
『
中
華
民
国
行
憲
政
府
職
名
録
ー
自
行
憲
至
民
国
六
十
七
年
五
月
ー
』
、
国
史
舘
、
台
北
、
一
九
八
八
年
、
二
五
四
～
二

　
五
五
頁
。
鄭
牧
心
『
台
湾
議
会
政
治
四
〇
年
』
、
自
立
晩
報
出
版
、
台
北
、
一
九
八
七
年
、
二
九
～
一
二
〇
頁
。

（
1
5
）
　
孫
立
人
事
件
は
長
年
真
相
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
に
冤
罪
事
件
だ
っ
た
こ
と
が
確
定
し
た
。
何
国
明
「
監
院
通
過
蒐
証

　
報
告
孫
立
人
、
郭
廷
亮
獲
平
反
」
、
『
聯
合
報
』
、
二
〇
〇
一
年
一
月
一
〇
日
。

（
1
6
）
　
陳
紹
賢
「
改
進
中
央
党
政
関
係
之
研
究
」
（
専
題
研
究
報
告
）
、
中
央
委
員
会
設
計
考
核
委
員
会
、
一
九
五
七
年
〔
党
史
会
蔵
〕
、
五

　
頁
。
結
局
監
察
院
の
作
成
し
た
報
告
書
は
三
八
年
後
の
一
九
八
八
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
公
表
さ
れ
た
。

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
21
）

　
〔
党
史
会
蔵

（
2
2
）

　
〔
党
史
会
蔵

陳
紹
賢
、
前
掲
論
文
、
六
～
七
頁
。

陳
浩
「
国
民
党
派
系
風
波
六
十
年
（
上
）
」
、
『
時
報
雑
誌
』
、
第
二
二
八
期
、
一
九
八
四
年
四
月
、
二
一
～
二
二
頁
。

同
右
、
二
一
～
二
二
頁
。

陳
紹
賢
、
前
掲
論
文
、
五
頁
。

「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
臨
時
党
部
組
織
綱
要
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
九
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
〇
年
八
月
二
二
日

　
　
　
①
．
島
＼
N
●
O
〕
。

「
中
国
国
民
党
直
属
立
法
委
員
党
部
組
織
綱
要
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
一
二
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
〇
年
九
月
二
〇
日

　
　
　
9
お
＼
野
一
〕
Q
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（
2
3
）
　
「
中
央
直
属
立
法
委
員
党
部
工
作
績
効
検
討
報
告
一
件
、
提
請
　
核
議
案
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
一
五
七
次
会
議
紀
録
、

　
一
九
五
一
年
六
月
二
〇
日
〔
党
史
会
蔵
　
9
合
＼
嵩
8
。

（
2
4
）
　
「
総
裁
指
示
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
一
六
二
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
一
年
六
月
二
八
日
〔
党
史
会
蔵
　
9
島
＼
一
〇。
●
巴
。

（
2
5
）
　
「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
党
部
組
織
規
程
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
一
八
九
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
一
年
八
月
二
二
日

　
〔
党
史
会
蔵
　
9
爵
＼
8
る
〕
。

（
2
6
）
　
崔
書
琴
「
論
立
法
與
党
政
関
係
」
、
中
国
国
民
党
中
央
設
計
考
核
委
員
会
編
『
専
題
研
究
報
告
彙
編
－
党
務
類
（
三
）
1
』
（
中
国
国

　
民
党
中
央
設
計
考
核
委
員
会
、
台
北
、
一
九
七
一
年
〔
流
出
史
料
〕
）
、
九
七
頁
。
こ
の
史
料
は
、
一
九
五
四
－
五
五
年
頃
に
書
か
れ
た
報

告
書
を
再
録
し
た
資
料
集
で
あ
る
。

（
2
7
）
　
同
右
、
九
六
頁
。
こ
こ
の
指
導
と
は
原
語
で
「
領
導
」
で
あ
る
が
、
日
本
語
の
意
味
よ
り
も
意
味
が
強
く
、
「
指
示
」
や
「
命
令
」

　
に
近
い
。
民
主
集
中
制
に
お
け
る
指
導
・
被
指
導
関
係
と
は
、
単
な
る
組
織
的
な
上
下
関
係
で
は
な
く
、
上
級
が
教
え
導
き
、
下
級
が
学

　
ぶ
と
い
う
指
導
関
係
で
あ
る
。
立
花
隆
『
日
本
共
産
党
の
研
究
』
、
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
八
三
年
、
三
三
二
～
三
三
三
頁
。

（
2
8
）
　
「
議
会
内
政
党
」
と
「
議
会
外
政
党
」
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
猪
口
孝
ほ
か
編
『
政
治
学
事
典
』
、
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇

年
、
六
一
六
頁
。

（
2
9
）
　
「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
党
部
組
織
規
程
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
一
八
九
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
一
年
八
月
二
二
日

　
〔
党
史
会
蔵
　
9
島
＼
8
●
O
〕
。

（
30
）
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
一
C
七
頁
、

（
31
）
　
立
法
院
内
派
閥
の
消
長
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
回
想
者
に
よ
っ
て
も
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
以
下
の
回
想
録
お
よ
び
先
行
研
究
を

参
考
に
し
た
。
蒋
京
訪
間
・
紀
録
『
瀟
賛
育
先
生
訪
問
紀
録
』
、
近
代
中
国
出
版
社
、
台
北
、
一
九
九
二
年
、
九
五
～
九
八
頁
。
陸
寳
千

訪
問
・
鄭
麗
椿
紀
録
『
黄
通
先
生
訪
問
紀
録
』
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
台
北
、
一
九
九
二
年
、
二
七
二
～
二
七
六
頁
。
沈
雲
龍

訪
問
・
陳
三
井
ほ
か
紀
録
『
周
雍
能
先
生
訪
問
紀
録
』
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
四
年
、
台
北
、
一
六
七
～
一
七
〇
頁
。

劉
鳳
翰
ほ
か
訪
問
・
梁
粛
戎
口
述
『
梁
粛
戎
先
生
訪
談
録
』
、
国
史
舘
、
一
九
九
五
年
、
台
北
、
六
一
～
九
〇
頁
。
沈
雲
龍
ほ
か
訪
問
・

林
忠
勝
紀
録
『
斉
世
英
先
生
訪
問
紀
録
』
、
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
台
北
、
一
九
九
〇
年
、
二
八
二
～
二
八
三
頁
。
徐
瑞
希
「
遷

台
後
立
法
院
国
民
党
派
系
之
研
究
（
第
五
至
第
八
十
三
会
期
）
」
、
国
立
政
治
大
学
政
治
研
究
所
修
士
論
文
、
台
北
、
一
九
八
九
年
、
第
三
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～
四
章
。
趙
自
斉
口
述
・
遅
景
徳
・
呉
淑
鳳
訪
問
紀
録
整
理
、
前
掲
書
、
八
六
～
九
〇
頁
。

（
32
）
　
蒋
京
訪
問
・
紀
録
、
前
掲
書
、
九
五
～
九
八
頁
。
陸
寳
千
訪
問
・
鄭
麗
椿
紀
録
、
前
掲
書
、
二
七
二
～
二
七
六
頁
。
趙
自
斉
口
述
・

遅
景
徳
・
呉
淑
鳳
訪
問
紀
録
整
理
、
前
掲
書
、
九
六
～
九
七
頁
。

（
3
3
）
　
C
・
C
派
秘
書
を
務
め
た
梁
粛
戎
元
立
法
院
長
に
対
し
て
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
（
以
下
、

梁
粛
戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
）
。

（
34
）
　
梁
粛
戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
。

（
3
5
）
　
党
中
央
に
よ
る
C
・
C
派
分
断
工
作
の
手
段
は
、
主
に
買
収
で
あ
り
、
主
に
周
宏
涛
中
央
党
部
副
秘
書
長
の
時
期
に
頻
繁
に
な
さ
れ

　
た
と
い
う
。
梁
粛
戎
氏
は
、
買
収
に
よ
る
C
・
C
新
中
央
の
成
立
時
期
を
一
九
六
〇
年
代
で
あ
る
と
証
言
し
た
が
、
周
宏
涛
中
央
党
部
副

秘
書
長
の
任
期
（
一
九
五
七
～
五
九
年
）
か
ら
判
断
す
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
で
あ
り
、
こ
れ
は
梁
粛
戎
氏
の
記
憶
違
い
で
あ
る
も

　
の
と
考
え
ら
れ
る
。
C
・
C
新
中
央
構
成
員
の
多
く
は
、
C
・
C
派
の
幹
部
で
あ
り
、
彼
等
の
分
裂
行
為
は
、
C
・
C
派
に
と
っ
て
大
き

　
な
打
撃
と
な
っ
た
と
い
う
。
梁
粛
戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
。
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蒋
京
訪
問
・
紀
録
、
前
掲
書
、
九
五
頁
。
陸
寳
千
訪
問
・
鄭
麗
椿
紀
録
、
前
掲
書
、
二
七
二
～
二
七
六
頁
。

沈
雲
龍
訪
問
・
陳
三
井
ほ
か
紀
録
、
前
掲
書
、
一
六
七
～
一
六
九
頁
。

劉
鳳
翰
ほ
か
訪
問
・
梁
粛
戎
口
述
、
前
掲
書
、
六
一
～
九
〇
頁
。

梁
粛
戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
。

徐
瑞
希
、
前
掲
論
文
、
三
六
～
三
七
頁
。
梁
粛
戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
。

陸
寳
千
訪
問
・
鄭
麗
格
紀
録
、
前
掲
書
、
三
一
四
頁
。

崔
書
琴
、
前
掲
論
文
、
二
壬
二
頁
。

国
史
舘
徴
校
処
時
政
科
編
、
前
掲
書
、
二
八
七
、
三
〇
五
、
三
二
五
、
四
五
四
頁
。

徐
瑞
希
、
前
掲
論
文
、
三
八
～
三
九
頁
。

徐
瑞
希
氏
が
立
法
委
員
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
同
右
、
三
八
～
三
九
頁
。

崔
書
琴
、
前
掲
論
文
、
一
五
〇
頁
。

徐
瑞
希
、
前
掲
論
文
、
三
九
頁
。
た
だ
し
、
梁
粛
戎
氏
に
よ
る
と
、
利
権
の
あ
る
委
員
会
召
集
委
員
を
争
う
現
象
は
、

一
九
七
〇
年
　
獅
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代
以
降
で
あ
る
と
い
う
。
梁
粛
戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
。

（
4
8
）
　
陸
寳
千
訪
問
・
鄭
麗
格
紀
録
、
前
掲
書
、
三
一
五
～
三
一
八
頁
。
裏
作
聖
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
八
日
。

（
4
9
）
　
徐
瑞
希
、
前
掲
論
文
、
三
八
～
三
九
頁
。

（
5
0
）
　
崔
書
琴
、
前
掲
論
文
、
一
二
九
頁
。
「
改
造
」
時
期
の
最
初
の
立
法
委
員
党
部
委
員
は
、
小
組
長
を
そ
の
ま
ま
委
員
に
し
た
が
、

　
一
期
は
党
員
立
法
委
員
全
員
を
対
象
と
し
た
制
限
連
記
式
で
あ
り
、
第
二
期
以
降
は
単
記
式
で
あ
る
。

第

　
　
　
同
右
、
九
九
～
一
〇
〇
、
一
二
八
頁
。

　
　
　
梁
粛
戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
。

　
　
　
徐
瑞
希
、
前
掲
論
文
、
四
一
～
四
二
頁
。

　
　
　
崔
書
琴
、
前
掲
論
文
、
一
〇
〇
頁
。

　
　
　
陳
紹
賢
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。

　
　
　
第
二
会
期
各
委
員
会
召
集
委
員
と
同
時
期
の
立
法
委
員
党
部
第
二
期
委
員
会
委
員
（
一
九
五
二
年
三
月
二
九
日
選
出
）
で
、
一

　
　
　
崔
書
琴
、
前
掲
論
文
、
二
一
五
頁
。

　
　
　
同
右
、
九
八
～
九
九
頁
。

　
　
　
同
右
、
九
九
～
一
〇
〇
頁
。

　
　
　
同
右
、
一
四
八
頁
。

　
　
　
陸
寳
千
訪
問
・
鄭
麗
楷
紀
録
、
前
掲
書
、
三
一
九
～
三
二
〇
頁
。
趙
自
斉
口
述
・
遅
景
徳
・
呉
淑
鳳
訪
問
紀
録
整
理
、
前
掲
書
、
一

（
64
）
　
陸
寳
千
訪
問
・
鄭
麗
椿
紀
録
、
前
掲
書
、
三
一
九
～
三
二
〇
頁
。
劉
鳳
翰
ほ
か
訪
問
・
梁
粛
戎
口
述
、
前
掲
書
、
八
一
～
八
二
頁
。

致
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
一
人
も
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
小
組
組
長
と
両
者
を
一
致
さ
せ
る
事
も
検
討
さ
れ
た
。
崔
書
琴
、
前
掲
論
文
、

（
51
）

（
5
2
）

（
5
3
）

（
5
4
）

（
5
5
）

（
5
6
）

　
二
二
〇
、
一
五
一
頁
。

（
5
7
）
　
「
中
国
国
民
党
立
法
委
員
党
部
組
織
規
程
」
、
中
国
国
民
党
中
央
改
造
委
員
会
第
一
八
九
次
会
議
紀
録
、
一
九
五
一
年
八
月
二
二
日

　
〔
党
史
会
蔵
　
9
お
＼
8
め
〕
。

（
5
8
）

（
5
9
）

（
6
0
）

（
61
）

（
62
）
　
三
四
～
二
二
六
頁
。

（
6
3
）
　
劉
鳳
翰
ほ
か
訪
問
・
梁
粛
戎
口
述
、
前
掲
書
、
七
九
頁
。
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趙
自
斉
口
述
・
遅
景
徳
・
呉
淑
鳳
訪
問
紀
録
整
理
、
前
掲
書
、
二
二
七
～
二
二
八
頁
。
衰
固
「
国
民
党
立
委
斉
世
英
被
開
除
了
党
籍

鳴
？
」
、
『
自
由
中
国
』
（
第
一
二
巻
第
一
期
、
一
九
五
五
年
一
月
五
日
）
、
五
五
頁
。

（
6
5
）
　
雷
震
事
件
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
馬
之
騨
『
雷
震
與
蒋
介
石
』
、
自
立
晩
報
文
化
出
版
部
、
台
北
、
一
九
九
三
年
、

第
四
、
五
章
。

（
6
6
）
　
劉
鳳
翰
ほ
か
訪
問
・
梁
粛
戎
口
述
、
前
掲
書
、
七
九
～
八
一
頁
。

（
6
7
）
　
同
右
、
八
二
～
八
四
頁
。

（
6
8
）
　
同
右
、
八
三
～
八
五
頁
。

（
6
9
）
党
外
勢
力
の
指
導
者
で
あ
っ
た
康
寧
祥
に
よ
る
と
、
一
九
七
二
年
に
立
法
委
員
に
当
選
し
て
以
来
、
党
外
勢
力
は
斉
世
英
か
ら
多
大

　
な
支
援
を
得
た
と
い
う
。
「
附
録
一
　
紀
念
民
主
的
播
種
者
斉
世
英
先
生
－
康
寧
祥
先
生
訪
問
紀
録
1
」
、
同
右
。
ま
た
、
梁
粛
戎
は
後
年
、

台
湾
独
立
運
動
の
指
導
者
で
あ
る
彰
明
敏
の
弁
護
や
、
党
外
勢
力
と
の
調
整
等
の
役
割
を
演
じ
た
。
同
右
、
一
八
九
～
二
一
二
頁
。
梁
粛

戎
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
一
年
八
月
一
五
日
。
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曾
濟
群
、
前
掲
論
文
、
四
七
～
五
〇
頁
。

林
桂
圃
、
前
掲
論
文
、
二
一
八
～
二
一
九
頁
。

崔
書
琴
、
前
掲
論
文
、
一
二
二
頁
。

同
右
、
二
四
～
二
五
頁
。

陸
費
千
訪
問
・
鄭
麗
椿
紀
録
、
前
掲
書
、
三
三
〇
～
三
一
二
頁
。

同
右
、
前
掲
書
、
三
三
三
頁
。
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